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山 制資:ぁ:議の/)ィ谷

J[の創立f，前記の:/jj!/守:を約まえ、 :UI1j}!i;li :lj~ した lji汀iの:1:なものは以ドのとおりで

ある。

1.立地条件

l.1 政 J出

泊発泡Eliの敷地は「原子炉立J山容資J首長/.&びそのj蕗JljにI却する判断のめや

すについてJ(以Fr原子炉立地若手査指針Jという0)に対して迎合している

ことをl確認した。また、一般公衆の被保線鐙は法令に定める周辺11;在祝区域外

の ~!l 容被|保線五i を十分下 l到ること、さらに、 r~[j HHIJ粧水型原子炉施設周辺

の線設問機他に関する指針J(以下「総量EI操縦に|刻する指針」という。)に

定めるお~iíl t~1 様仙を下|昼l っていることを lìii:認した o



1.2 山間、地位

地質、 j制定に関しては IJJ;!子力発泡jijiのJ也'氏、 J也自主にl対する安全帝王fの手

引きJ(以下 IJ由民、地総辞資手引き j という。)に法づき、制l1i.I)l容及びiJ，~

査結Jlミの妥当性について検討を行った。

1. 2， 1 敷地]，'1illの地質及びJ由貿締法

政l也胤辺のI山氏及び地質椛迭に!刻しては、既存のj由形関、地質i刻、地

質にIJ刻する文iliA等によるほか、日mJ或については空Il l:511C|ll続、地表踏査

等を、また、海域については音波探査等を実施して、所:袋の剥査検討が

なされている。これらの純資内容、初査結W:1えびその(話料↑止について「地

質、地盤若干査手引き」に!l(!らし検討したおiIL柱、妥当なものであることを

硝認した。

特に般地周辺の地質的i主については、陸}或では赤:JI川|相iJ必及び以J公内

低j也flJの11M母等並びに海域においてはFs-31Ui問、 Fs-611Ji府及び

jJI'}Wi，自Ip凶側|却rJW等についてその↑1状、ti!i1!リJ性等が詳細に検討されている。

これらのl祈j自に|均し、経械については必嬰に応じて~rl'写真判読及び現

地訓査を災施し、検討を行い、海域については、音波探査結*等の検討

を行った。そのあ55柱、これらの活動性等については、1.3， 1 1設計ヒ:¥f!

定すべきj山民」に記述廿るとおり妥当なi1'!'filliがなされているものと半IJI析

する。

1. 2， 2 数j由のJ山町、地提出

政j山のl山列、 j也112に|対しては、 J山'fUえびj也氏+b1治に関4るah訓盗 (2

"1'':写真半IJ説、池袋路査、 iti抗11坑利査、トレンチz約査、ボーリング調査等)、

者二百・岩主主物世に|おする諸試験(炉心予定地付近の試師H坑内における原

位iiit~出!1tt試験、ボーリング コ T~Ç~かり採取した試料による釜l人j岩石試
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験等)/JサJjI1iされており、これらの訓li、以級の|人j作及び(，HM!J:につい

ては íJ山氏、 I山fm~i資子íj I き J に !K! らし検討したがiM~、いずれも妥当な

ものであることをl龍ttした o

(1) 1、2号炉のi刈世!Ei燃は、主として凝灰fiH波岩、凝Jj(!i::i、島UHli!e

岩かりなり、ほぽ北iJli-wj)j~の定l勾を有し、 11号 i~1jへ 300 -500 で傾斜す

るtJit百三三紀11'新|止のや11)ぷi付以j白から椛l戎されており、ボーリング、試

加tlJt~~~の訓査によると、 1 、 2 号炉のti~{政成ilii付近には数条のliJi胞が

認められている o これらの断層について検討した結袋、 l波 li)l~仮が小さ

く、その分布も限られたものであり、また、 卜レンチ剥査等により、

よシ

これらの的rJf1: u 第問紀史新|立'IIWJの段丘 Jj附物に変伎を与~いないか、

又はその上部jgに変(立を与えておらず、さらにフィッション・トラ 7
ケ

クま|二代測定によると1;t<とも22土8万年以降は活動していないものと

認められることから安全上支障となるものではないと判断する。

11-
(2) 支持J)については、平叙紋荷試験結以から求められた支持カF47iI|時

のJ低地圧と比絞して卜分な安全性を有していること、また、}由民附の

最大J蛮J出l王と比絞しでも卜分な安全't!l:を有しているものとがJll)iした。

(3) すべりについては、 !eimfぜん新試験中占拠等に法っき、以磁ほi凶のす

べりに対してfrJ?i析が行われているほか、さらに(1)の脈問の存在を考j位

して有限製表法による般的及び1!リW~f~平析が行われている o これらを検

討した五日以、 l、2 -~ラ rpのJ占慌桜並;れまl也í~~1I与にすべりによる MO裂を生

ずることがないものと干IJI析した。

(A) 沈ドについては、 1-分'ム1i':IWJの;;判lIiが行われており、その庁I'filli結集

についてJI.¥JJEuはないものと判的[する o

(5) 1、2号炉HJ地造成のために一部が切取られる背後主、出iについては、

主当然強度等に!刻する制波及ひ'安定fiJi(，析の出!iM~ をもとに安全性の許制liが

行われている o

- 3 ー



このWHilli について検討したが1山、処!)江される J也í~~ I! !j~~.;tこ11Jl子炉施設

の安全{止が;;51嬰を受けるおそれはないものと判断する o

以上のことから、放J山の地質、 JlliftAはjlk子炉胸設の安全上支141がない

ものと判i析する。
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1.3 自 iJJ

副首iill設計上考泌すべきJ山jJ4に|対しては、 r!i1i 'ili JI J H;i子炉施設に|却する舟ti1.i

設計帯主f指針J(以下 内Lt日~i没 ìll 務査指針 J という。)に必っき、1. 2 r地質、
地銀J の制査結*を踏まえ、設計上fJ!定すべき地波及ひ]正当在地í;.:I ~VJの策定の

妥当性について検討を行った。

1. 3. 1 設計上位1定すべき地iJ4

(1)過去の被害地i14

逃去の被害j由記長に関しては「宇佐美カタログ(l979)J等に法づい

て敷地からIiJ央距離が200km以内の地震について調査が行われている。

数地に気象庁民!支階級V程度以 i二の筏j交を与えたl也綬はなく、 iMJ.ゑ

階級lV夜伎を与えたと挽Jtされるl也伎がmJtされている。それらの"1'

で敷地に与えるJJE乱13が大きいと考えられるJ由民として、 1792年後志の

j山後(マグニチュード 6.9 、 í2i~と距離52km) 及び1905 :1.ド 1'1'威出1 1 1'1'の地

筏(マグニチュード 5.8 、炭火~@縦15km) が選定されている。これら

の地伎の逃定及ひ事その規模、炭火山i~jll等の Hil'fllliは、続々の資料を比絞

検討して行われており、妥当なものであることを悩認した。

(2) it 1析偲

1'61折胞に!刻しでは rlニi本の活断16jj等の資料法び|均えliの文献の刻資

料t泉に滋づき、1.2. 1 r敷地)，'ij辺のJ山氏及ひリ由貿椛造jに示した断層

の{也、敷地に131鍔を与えるj由民を 31i '1こさせる可能'~I のある|析胞が選定

され、れれ位、B!1!虫、白r;:rUJ't'Hl)について検討されている。

これらの巡iiごされた向rJfuについて1'1，1，!li ，)る文献の IV!~丘、微小l也jAと

の|辺見liの泌l査、 ~1!.I 2@'真中 IJ鋭、現地利支t~~~ を行い検討した o

① 赤井川抑i)沼

「日本の活断応iJによれば、本断KTiは余IIHiI¥の;1M1川沿地の北西

「d 



日1;にi¥i:i町し、 li(rJJQ'J (i，riIIJi I\"i であることがl前:たはもの)、民さ~ km 
JQ 'l(~ ?I{1 iL 

とされているものである。:文jik利五、生!ii 11J1111lzbE1えひ1出:，1.(尚一lfT:に

より検討したがi* 、 IJI伐緩斜iili と i~U山の j>'~の ~trHの J山ド i?t~t'iISにII)i1:'':I

が存在する可能性を否定できないことから、第四紀後JUIの活動の可

能性を考lぶしていることは妥当なものと判断する。

② J，U1公内低l山fii の IIJfI:~i

f日本のi，5lUr1~:iJによれば、式:Oíl;ì1ちから HJJ 出1\にかけてのよ(\11;1付

低l山fiiには、 l椛尖jえ1の|自i胞が5糸、雌災j立IlのIUr1m t;i 13条記E限さ

れている。

上記のi臼i1母に相当するリニアメントのうち、 511凶紀後JUJの活動が

認められるのは I~Ij){jj[及びl引火lEjのリニアメントであり、その1":さ

はiilij主計ーを合ぜて約 8kmとしている。 l当炭Jj(及び臼J){i自のリニアメン

トを含む1;(1尖I.ll'12えび!総WI.えHのリニアメントが、仮に活IUiI包とし

てllDdi由したとしても、いずれも1氏J山からjおくそのH!l史が小さいこと

等から、 Illi!iil;¥lt;:IJニ考hHする必、以ーがないとしていることは妥当なも

のと判断する o

③i!ijJ，!i.のIlJiN'i 

i!JjI!!iのIIJi1:':'1 については、 MJニ f~'ムIi'の :ß:v.主ji~m山県及び蚊l出 iìíiíiJ i

ì!JjHにおける.g~波j;l~ti結以のW1，+Ji~li に法づいて Fs -31iJiJrti (長さ

約13km)、 Fs -61Uil:"1 (I.'(さがj9 km) 及び神滅的liL~ 側|りrWi (長さ

約50km)7;づIJ'JJ山への彩料を検討する必裂のあるものとして逃i.Eされ、

これりの|りrH'Îの J毛さ、 11!i !f!リ1)'1'1:についても安~側の iì;!~ 似j 7;(なされてお

り、妥当なものと‘1'111析する。

@ その仙のIlJi1日

-f1!)の文献によると、政l山m辺の隙l或にはriij記のIIJIWiのほか、'ili
i止のリニアメン卜、 IJL1JIJ川のリニアメントがiJミされている。
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苧ト

){j Jt!.のリニアメントはii'11-JJ，iのJ1UjからJI，flllllrll'll:';の北凶に五る

炎さ lGkmのものであるとされている。;文1以iltill: 、:?r.~il-I写真干IJw~ にiJu

えて、 111J山部においては、地表的資、 -'Iq山部においては、地表踏査、
!( .iO~主~.tl

J由形iltiiJIJ Jtf.、ボーリング制査~{.;ι克必:b苧l錨斜豆士総恭ァ山地古1\に

おいては、リニアメン卜に相当するl析胞は?ぷめられず、また、 51'-!山、

郊においては、第四紀後JUJのIDiJmiilj!fiJを示唆する徴候は認、められな
ど I-1、、-01• こ ~1 につ、、てオ在 ~~J 11~ ;f，~~，をtj シ了品シト市- ) 'J 11 

い Cさえ手かーケ、τ三本斗主7L乙凶附111設計上考J.;J.~する必裂がないち
~. 'r (;!J、'J .::.づソ主フマみ).-/
じで:bま念とごとりご渓おなものとやl附汁ーる。

尻目IJ川のリニアメントは持部IIIJ港IIIJから悦日IJJliの東方約2，5kmlこ

至る/iiJの長さ12kmのものであるとされている。文日iXf>，'B正、空中写真
!. ~l 也 y}421

中llEjE2えぴi表時15ーにより検討した結果、本リニアメントは戸j食庭、

fli~別侵食を反映したものであり、 irtiJK'.i設計上考慮する必裂がないと

していることは差し支えないものと判断する o

(3) J由民地体制i盆

J地山2淡ミj地山l休本I椛持i造盆hか主らi札似lu!:定i主:される刊泌止域におけるJ地出E伎4としてはマグニ

チhユ一円÷のj池出炭財を叫和川凶側側側州l問断0析i仰{位立i位f泣2(ω日淡似削Aω火刈E距附E
7定ιしている。この必定については治去における政J也j司辺でのl山伎の発

生V，i.冗符からみて妥当はものと判断する。

(4 ) 設計JlJl剖dlJ山波及び役目|川限界j山政

設計IlJi皮切lJ由民としては1792年後芯の地段、 1905;1;神威川I~I'の地波

及び Fs-31IJil:"'Iによるl山泌が選定されている。役目IJlJl長強J山伎とし

て、これらのl山L14を与J:.Ll-yることについて「出jii主役副首EttJH9lJに!絞

らし検討した;JJl、妥当なものと判|析する。

設計川限界J出;J4 としては、 1JI'J~ 自11 1illl flliJ IlJi 1mによるI山袋、 Fs -G悶i

JITi による J山iJ4、赤:1 1・ 1111りrH~ による l山24のほか iìíj述の地災地f*f，'f， jj主の見

J白から似Æされる l山í}-l lえひ~iu[今ドj也j}J(マグニチュード6.5、;ム羽i町三Tllt
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IOkm)が選定されてお 1)、「出ii，日設計'lI'ifiJ行j、IJにH'日らし検討した結*、

妥当なものと I'IJ制する o

L 3， 2， iilliijlH山i足並)J

基準l也徒動 S，、らはそれぞれ設計JlH創出地民放ひJ設計 HJ似界地z.~か

ら>Rまる絞大阪郎i、周波数特性、継続11寺山j及び振幅包絡線の経11寺的変化

に基づき定められている。

J山筏動の最大娠中i昔、周波数特性、~~民主~!時 I::J等、法tjU山反動の諸特性の

評俗lにmいられた経験式等の詐自lIiは妥当なものと判断す司る o
基準地袋動 S，の設計よIJ応答スペクトルとしては、設言1')召最強I出i長か

ら得られるすべての応答スペクトルを包絡するもので代表させ、また、

基準地民llUJS2の設計HJ応答スペクトルとしては、設ill別限界地復の底

下地渓による応答スベクトルと、 l高下l由民以外の設計l司限界地震から得

られるすべての応答:スベクトルを包絡するものの 2綴類で代表させてい

る。

このように定められた公準地i2JUl出の設計JIJ応答スペクトルを 2，2r耐

震設計」に問いるのは、耐蹴百|上文mXないものと判断する。
模擬J出 }~qv~は、基準J山民助の継続11寺!日!と振柄包絡線の経|時的変化に適

合し、また、設計!日応答スベクト jレにも迎合寸るように人工的に作成さ

れているが、スベクトル似i及びスベクトルi;D~ さについて検討した結果、

妥当伝ものと判断する。

以上のことから、 IflHi}Ji&iij'J:M!泌，)べき J由IふとこれらのJ山iJ乏に:Jî~っく

:JV\"J由民助の iT~Jiごは、 Ijfilli)，U& ii-l若干J't指針jに]tl日らし、いずれも妥当与

ものと判断する。

一日ー



1.5 ノ}く 耳目

1丘地付近の河)11としては、;二EJlI、主~Ì'I;川及び発足川があるが、周辺の地Jf;

~1からみて、 9iX l也が洪水のrlJí.容を受けることはないものと判断する。

津波によるノjく佼上昇については、過去の地後記録等を検討した結来、仮に

満潮11寺とillなったとしても、役大 T.P. 4目 1m程j主であり、本原子炉j庖設

の主要椛築物は、標高十10m以上の敷地而に設i置されるので安全上支締な

いものと 'I'IJIfJiする。

なお、発電所に必嬰な淡水は河川水を敷地内のj京水タンクにl!'r留し、ろ過

して{史問することとしている。

9 



2. 2 耐仮設日|

耐震設計に関しては、 riúiJiLti没 iH:i1f査指針」に;lj~っき、その設計方針の妥

当性について検討を行った。

(1) ili1渓設計上のlli:袈j主分類

原子炉施設は、 J出災時にil刊とされる機能の重要性に応じて、 A、B 、

Cの3クラスに分主nされ、それぞれ治的又は動的解析により求められ

る地24カに耐えるように設計される。 Aクラスの脳設のうち、特に妥

'..J<.1 ~点差シ/
要な施設は、 Asクラス制榊苫れ、このクラスにはj京子炉圧力容器等

の原子炉冷却材圧力バウンダリを綿成する機器、配管、(iiIJ御旅クラスタ

及び制御l絡駆動装ii室、原子炉絡j内容器、余熱除去設備等の主要施設が含

まれていることを磁認した。

(2) J由良カの匁定

各クラスの施設のillifi.ム設計には、 E立'M'J.えに応じて定められた屈せん断

力係数に絞っく治的l由民力のほか、 AクラスのbLri設に対しては、基準

地lliuiリUSI に法づく動的Wi~fi により求められる I由良力が、また、 As ク

ラスの施設に対しては、さらに、基準地反則US2に恭づく動的解析によ

る l由民力も i白川される。これらのJ山j~~jJ の311iz及びその巡iHJ の方針は、

「耐筏設計審査指針Jに!絞らし、いずれも妥当なものであることを確認

したo

はお、動的W!~析に際しては、 f111JB内泉lITiに設定した解jj!t.i!l1自在茨闘に主主

準地í~i !fUJ を1];1定し、かつ、 J山然、建物、桃築物のJ由民動に与える彩終を

も子宮隠して、施設への入力 j山 í~u~nリjを定めることとしており、妥当なもの

であることを附:.iiぶした。

(3) ï，~重のおIみ合わせと許議|限界

各クラスにi直iJTJされる前提の組み合わせとWI容限界に|認しでは、 rffli1

j為設is|務官t指針jにlt'日りし、 Lγ<jれも妥当なものであることを確認した。

10ー



ゴた、 j也jム11与に機能の中(lj守を嬰求されるliiti，\立に合まれる曲UJ(I'~ j態 H~につ

いては、件:111rXは笑鉄各:により動作機能力三目l;占されないことをl庇認する

MIとしており、妥当なものである。

なお、 J由民によって引き起こされるおそれがはくても、その作!日が長

く続く l 次冷却1M'!!砲火事政IIljの荷量については、その荷量と法L\llJ出 h.~WJ

S，による l山民力又は般的地従力とを組み合わせるプ'J~I であることを ü(l!

認した。

以上のことから、本原子炉胞設の耐渓設計の方針は、「耐jll1設計審査指針J

に!!(lらし、いずれも妥当なものと判断する。

さらに、地筏に対する考泌として、ある程度以上の地波動を検知した場合

に原子炉を自動的に停止させるため、池袋感知泌を設置することとしている。

これは、 j山援に士、Iする安全上の岡山必として適切なものである。

II 
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J1t指針J1と基づき、 lli!'史地震のほか!と、陸j或及ひ:ifiJ域の活断層やJ由iic~j自体1持活からig

、，
」定されるj白浜並びに直下j也~~考l設する乙とになっている。泊36m所においては、1.立地条件

れらの地震の規模、長:Jと{立授等が適切11:評価されており、十分なHtrf設計が行~f.われ

，'， f • j' 、

ることを確認した。

fυdν札， Jムj
壬 r勺乙:凸し P ，Ld?/y， 〆ノー 74F q 十よ/!p j j 

~ 

庭aの浅い北海道において、過去の地震をどのように調査したのか。当

( 1 )地

① 

八、、ど¥ ' x、司
地方のlli!'史地震としては、どのようなものがあり、その被害はどの程度で

あったのか。また、今後そのような地震が起乙る可能性はあるのか。
7 、¥ze ノ F
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「発電炉{用原子炉施設lζ関する耐震針I'~踏j民主IJ 1ζ;!l~づ1 .過去の地震!とついては、

き、敷地又はその周辺地域lζ気象庁震度階級V以上の地震動を与えたか又l立与えたと

推定される地震を考慮し、調査検討を行う ζ ととなっている。

2 .北海道において記録化現われる援初の池袋は 164 0年の駒ヶ岳噴火lζ伴ったのも

rI!JlfJf年表J等lζより過去のこの頃からのものは「日本被害地iN総覧」、のであり、

地~記録、ï5文書を整理し、地震規模、震央{立fi1等が科学的に検討されている。?自発

電所の調査においては、乙れらの文献11:基づき、敷地又はその周辺地域化影響を与え

たか又l立与えたと推定されるj也設を取り上げて検討している。

3 .過去の地震による敷地への~~Cを検討した結果、敷地における夜i}[iJ>-般家庭のiplU

(強震)以上と推定される部!と被害が発生しはじめるとされている気象庁震度階級V

(中震)程度と推定される地震を選定している。ものはないとし、気象庁震度階級IV

4 .地震の再現性については、現在、その湾采時期及び規模を明確にする乙とは不可能

とされている。したがって原子力発泡所の建設に当たっては、過去lζ起こった地震は、

間じ場所{と同じ程度の大きさのものが将来も起乙るものと想定している。?自発泡iviで

3 .の地震のうちで敷地lと与える影響が大きいと考えられる次の 2つの地震を設l土、

言十周最強地震として考燃することとしており、その選定は妥当なものと判断した。

9、震災Wf!雌52 km) . 179 2年後志の地震(マグェチュ ド6• 

自、震央m.nillt1 5 km ) 

「ヲ自信用原子炉施設に閲する耐震設rrl'1i't=

. 1 905年t'l'm見出!ゆl'の地震(マグニチュード 5• 

5 .また、原子力発電所の建設は当たっては、

， 



② 最近、近銭して分布するltriJ習を一連のi却i閥系とみなすという報告もあるが、

黒松内地域の断層群はどうか。また、乙れらの-i!l!の紡庖系が問時li:活動す

る可能性はあるのか。

1 .寿都j窓から長万部lとかけての県松内低地帯lとは、 「臼本のj活断層J (活断層研究会

1 9 8 0年)によれば、活断層である乙とが確実としている確実度 Iの断層が5条、

活断層であると推定している確実度Eの断層が13条記戦されている。

2 .黒松内低地機での調査においては、乙れらのl祈J習に相当するリニアj ントlζ関し、

文献調査及び空中写真判読を行うとともに地表j由貿調査を実施し検討している。その

結果、第四紀後期の活!fUJが認められる活断層としては自決東と白炭商のリニアメント

があり、乙れ以外のリニアメントの大部分は、リニアメントli:初当するUiiJ習が認めら

れず、差別侵食1由形、!日海食鹿又は!日j可食箆を反映したものであるとしている。なお、

黒松内{民地1ff南部の一部lζli、活断層である ζとの否定できない小規模なリニアメン

トが認められるとしている。

3 .様子炉安全尋問雰査会におけお調査審議においては、申請書等を参照するとともに

現地調査を笑施し、 「発fE用原子炉施設li:関する問笈設計審査指針Jli: J照らして検討

した結泉、上記の活断層及びリユアメントは、仮lと活動したとしても、いずれも敷地

イヒ1勾 マ
から遠くその規模も小さいこと等から敷地lζ及ぼす影響はtE定されiる地震よりも下回

ノ¥ ノヘ

る乙とが明らかであるので、耐震設計上考慮する必突がないとしている ζとは援し支

えないものと判断した。

4 .また、黒松内低地帯の断層の連続性については、白炭東と白炭凶のリニアメントは

、両者が至近距離はあり、断層形態、成因等が同じと考えられるので、何者を合わせ

て長さ約8kmの活断層として評価している ζとは妥当なものと判断した。なお、白

炭東及び白炭il!iのリニアメントと、活断層である乙との否定できないリニアメントは、

互いli:日Itれて分布しており、断層形態、成図等からもー迎のi析閥系として取り扱う必

4 

~はないものと判断した。

7 
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③ 陸j或及び海域の見rrl留の刻査はどのような方法で行なわれたのか。

?自発m所の近くにある発足のリニアメントが活断j習であるとの凝いもある

が、乙のリニアメントの3113左方法及び調査結梁はどうであるか。

( 4 )以仁の限i戎及びJ好成の民li胞の調設内容、調査結果並びにその得税伎について、

「原子力発沼所のj也氏、 j也2;1:11:1刻する安全堺支の手引きJ1ζJK1らし検討した給烈、

妥当なものである乙とを確認した。

3 .発足のリニアメントの調設fJIJ.~及び制ì!i紡封!Iま以下のとおりである。

( 1 )発足のリニアメントは、 「日本のj活断j習jによると泊fdZZの双方からj凶11Il]悶

箆の北西lζ至る問11:位賢し、活断l習の疑いのあるIJi'i・2程度目のもので、その長さは1 .活断層とは、 j出資学的!とは第四紀(約 180万年iiU以降)1と活動した即日習であって¥

メ将来も活動する可能性のある断溜をいう。原子力!Jfit1Xfiiiの建設に当たって弘耐震

設計上考慮すべき活断層として、第凶紀の中でも、その後半末j切にあたる 5万年前か

ら現在までの期間!と活動した活断!習を考l窓の対象としている。

2 .泊発電所における、陸域及び1m域のItliJ習の調査方法及び調査結果lま以下のとおりで

品包16 kmとさ*，1.ているものである。

( 2 )当リニアメントの誠査方法については、 「日本のj活断J1ljJを含め文献7JJftを行

うとともに空中写真判読を実施し、リニアメントの位置、反さ等!とついて検討し

ている o さらに蕊の双方から発足川にかけての山地tll¥のリニアメントについては、

ある o

( 1 )陸~~については、f.ìU公内低地械を含め敷地の中心から半径約 5 0 k田の純凶lζ

ついて fS本活断層図J (地質調査所、 1978年)、 「日本のii!i断j習J (i活断

層研究会、 19 8 0年)等関巡の断層分布図及びfrt1主の文献の詳細なilJ，¥J査並びに

空中写真判読が行対われるとともに、必袈叫じて地表地質階、ボーリン夕刻

査、各極物理探査が突泌されており、断層の位置、長さ、活動!度等が検討されて

2下訓Hな1出茨地質調査を実施し、リニアメントlと初当ずる許可思の(Jjmを検討してお
"JC 

k また発足J11から図EZのj聞にかけてのSY~lHJJÍI\のリニアメント lとついては、ボ

ーリング調査、 51~flj皮探査等lζ よりリニアメント周辺のj由貿11i迭を調査するとと

も!と、地表l!h質調査及びi由形問調査lとより第四紀後JVJのj活動j'l:lとついて検討して

いる。

いる。

シ司て 勾

当リエアメルントl州る淵踏査方法及内拘語白将服附附[け他伽↑性生

f惚5、地盤lと測する安全訴査の手引き J1と!!日らした結果妥当なものであることを限

( 2) 11宮城については、 「海底i由貿防法図J (海上保安庁水路吉1¥，ji~阪地・ 1 972 

年 、石狩j湾・ 1972年、安閑7'1'・1974年、積丹半島付近・ 19 7 5伴、

奥尻島北方・ 1975年)、 「北海道周辺日本海およびヰホーツクI好成広域海底

地質図J(地質調査所、 1979i:料、 「日本のj活断層J(活断層研究会、 19 

8 0年)等の関連資料の調査料水われるとともに、敷地前面倒の汀糊|匂約
!:.{ 

5 0凧沖合方附35kmの純1m及び主要な文献断層周辺で海上管制柏戸災

施され、断層の位置、長さ、 j活動度等が検討されている。

( 3 )とれらの調査の結果、耐筏設計上考慮すべき活断層として酬の赤井川10附X
及び海域のWI!aJlI甲西om断層、 Fs-3断層、 Fs-(i断層の各Itlil習が選定されている o

認した。

(3) (2)の訓査の結果、 IJJl出部のリニア j ントlζついては、l'Jf第三紀I11新日fの茅

j召Zミ1習及び~ï平泉胸中lζ リニアメント lζ相当する的iJ習は認められず、リニアメン

トは、地区{境界、割れ目密集部、熱水変質lζ伴う差別侵食告反映したちのである

とし、平J曲部のリエアメントについては、リニアメントを椛成する三角末端部付

近で笑絡したボーリング調査、 l!f!性波探査等からもリニアメントlζt目当する活断

層の存在を肯定する地質m遊は認められず、地表J由貿調査及び11由形IfiiiiW査からも

筑間紀後JUJの断層変伎を示唆する徴伎が認められないとしている。
ζ だ ;I}' イゴ("'{ { ¥ 

( 4 )原子炉安全J!J間稼J!E会のNJIJ:f!j=訴設においては、1[1前ill等lζ;基づき検討-!7.;...さむ一

8' デ
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② ?自発電所の基礎岩盤の支持力!ま十分か。また、基礎岩盤の岩質が異なるこ

と、主hí2ifi寺に小断層や~Jれ 131こ沿ってすべ切が生じることなどにより不等沈

下を起こすことはないのか。

し原子炉設置地盤[立、上部が凝灰角総省、凝灰岩を主体とし、一部安山岩熔岩、軽石

凝灰岩等を伴う火砕岩層からなか、下部が;凝灰質泥岩を主体とする凝灰資泥岩月三から

な:幅二liel'A二泊EEB通 57雨
空空室主主主三豆口、~;J
2 • ~五百吉岩盤の支持力については、試j，ffi坑内における平板毅荷試験の結果、基礎岩盤lこ

1 4 0 kg/ cm'を穀荷しでも破壊しないことが確められており、 1号及び2号;伊の常時

の接地圧約 5kg/田f、地震時の最大接地圧約 12 kg/ cm'からみて、基礎岩盤は十分な

支持力を有しているものと判街した。

3 .すべ h及ひ'沈下lと対する安全性については、ボーワシゲ謂査、試i密坑諮査等から得

られた会主主級及び断層の分市状況並び!と岩石・岩%E試験の結果を評価して原子炉設鐙
… i L aL) 

地盤穂妥の断層も含めモデル化し、池設時の安定住について泊予防伐っている。

この解析の方法は妥当なものであ与、解析の結果から、原子炉設霊地盤は地r安時lこ

安全上支障のあるすべりや不等沈下を起こすことはないものと判!析した。

/2 

③ 原子炉抱設背後ののり函において地すべり、雪崩れなどが起乙ることはな

いのか。また、乙れらは対してどのような対策がなされるのか。

1 .原子炉結設背後の切取りによって形成されるのり函は、その高さが 50間程度、平

均勾配l主上部で約 20。、下部で約32 'である o

2 .地すべりについては、地表地質調査、ボーリング調査、岩石・岩盤試験から、その

大部分がEZ硬な岩盤からなっており、乙れらの調査・試験結果に基づいて宍絶した安

定解析からも、地震時等!と地すべりを起乙すおそれがないものと判断した。

3 .雪崩れにつ円は、文設定よるとの惜の勾況が 35'~55 。程度崎明こり

らみて一般に雪崩れは発生iCiと:-(011::考;['-'6れるーと一どが百了雪溺託f);原子関在設の安
(c) 

全性lζ影響を及!-t

4 .さらに、安全上の原「習がらのり商の保誌、雨水の排除等の荷切な対策与行うことに

しており、原子炉 ー

ベ(一
。/〆託手I-t ')とうj今 fケ1-)、戸、73ワ';t /T ¥1 ~i i j 

:Ir:':' '1-I -， o句、 L'ピ :1')j:ウ Ir三 9
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f白発電所思辺の火山が原子炉施設の安全性lζ影響を及ぼす可能性はないの② ( 4 )海芸員及び自然環境

194によると火叫効性と
噴火の社会的影響の程度から火山活動監筏の必要性の大きい方から、 A、B、Cの 3

じ1'1ι二'，''j 'i:) 
級lと分類されている o敷地周辺で第四紀吹野区される時的ニセコ火山群は

乙れら 3級のいずれにも属していない。

か。1m 浮波による水位上昇ーについて、満?認と玄なった場合の最大潮位が4• ① 

その根拠は何か。また、その場合際子炉施設の安全性lζ程度としているが、

1 .活火山については、理科年表(東京天文台、影響はないのか。

1 9 4 0年の神威岬沖の地震に10m地付近で記録された過去における最大の浮波は、

2 .第四紀完釈放にかけてと活動し二たとされるさp[青山は敷地から 33kmの位霞にある詩人
f ffづ J:_'，.¥} !/oi "¥ -) "7 -i -:-̂di -{，-'.~;;Z刊 μ0，，~-一、 t: rザゴJ 1 ~J ，J~:/ ;I(!. トーと三T:ぐ_~:__ ~~ _:L_~_ i2___~r/;プ〕
日の火山活重1;による火砕流及び降下火山灰等の分布範聞は数地lζ及んでいない町。まt;_~j一一一-

t へ点~~' 川午叫 l '1 Y¥'JIドウいアJ;
現在のと乙ろ火山性の地震、噴気活動、山頂部の熱異常等の火山性の異常現象lま認め一一一
il/、戸1-4，{、すり'l~jL ど I ，/ -r;¥、ど LろL るd/'I'J;)じゴ

られでいよ一位。 ー一一一 一一一一一
一一一一一一一一一← <，a..ljJ:告す内'，1:ど斗ワ、、ど

なおミぶ孟ぜ組理。活動時期l主、羊蹄山より古Pとされてやる、 ;~ L :;" .11句、ィ，
ri-， ?、¥1.'Cτぞ寸「 式、

これらの乙とから、致地周辺の火山ヰニ近ぬ将来活動字ニる土与はな同一考えこらおニヱ三

活火山とlまされておらず、7mである。よるもので、津波の高さは岩内でし

2 • ì!~波による水位上昇については、海域の活断層のj舌劾1;: より発生の予恕される津波

その結果;申威仰西側断j習の位置に地震地{樹立造上想定し

fニマグニh ード75の地設による場合が副大きいと推定されたので、
の規模について検討を行い、

ζの地震に

よるjお皮の数値シミュレーション等を行い詳細に検討している。

3 • 

乙れが仮lζ朔望平均

お溺E寺(T.P. + 0 • 
~リ(-'" 

S4γ{本原子炉施設の主要t~築物l立、怨高+ 10m以上の敷地積l己設霞される乙ととなっ

1田程度としている。

3 .上記の結果を総合し津波の水位上昇を宣言大4田程度と推定し、

と重なったとしても 4• o 4田)

おこりニヰ原子炉施設の安全性1;:影響を及l;fす可能性はないと判断した。

17 

ており、原子炉施設の安全性は損なわれることはないものと判断した。
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( 2 )耐震設計

泊1、2号炉では、耐渓設計において、どのような地震を想定しているのか。

また、耐震設計ば具体的にどのようになされるのか。

1 .原子炉の耐震設計の萎縫となる基準地震動については、設計局最強地袋、設計用限

界池袋!とよって、それぞれ基準地震動Sl、基準地震動S2が策定されることとなって

いる。

( 1 )基準地震動S:Lは、 17 9 2年後志の地震(マグニチュード 6.9、笈央距離

5 2 km)、1905年神威d甲沖の地震(マグニチュード 5.8、震央距離 15 

km)、及び敷地前面海域の Fs-3断層による地i妥(マグニチュード 6.6、EZ

失距自主36 km)を設計用最強地震として考慮し、その最大速度援帽を 14. 1 

カイン (cm/s)としている。

( 2) i王準地震動S2. !主、敷地局辺海域の神威IU甲西側断層による地震(マグニチュー

ド7.7、震央距隊87 km)、敷地前面海域の Fs-6住rr!警による地震(マグエ

チュード 6.4、震央ii'e縫 22 km)、赤井川断層による地震(マゲニチュ ド

5. 8、震央距離23 km)及び地震地体構造による地震(神威岬西側断患の位

ニミ

鐙lζ7グニチニ ド7孟)を設計局限界地震として考怠し、その最大速度授精を

1 9 .。カイン (cm/s)とし、さらに直下地震(マグニチュード 6. 5、震源

臨終 10 km )についても設計局限界地震として考怒し、その最大速度探i幅安

1 4. 8カイン(cm /s) としている。

2.原子力発電所の建物や機械等の耐1R設計においては、 「発電用原子炉抱設!こi期す

る限設計審査指針Jぽづき審査が行記われる。すなわち、具体的には、原子炉

旋設が機能上の重要性化応じてA、B及びCの3ヴラス{己分類され、さらにAヶラ

スのうち特にE重要な般設は Asク号スとして分類され、各ケラスの抱設が重要皮l乙

応じて怨定される地震力及び地震力以外の荷主Zの必要な組合せに対し耐えるよう設

)6 

言十されることとなっている。建物、材t築物は原則として剛総迭にするとと志 [ζ、重

要な建物、構築物は原則と Lて岩盤lζ支持させるとしている O

泊l、2号iJ'iについては上記簿査指針lこ基づいて審査を行った結果、十分な耐震

f生が確{宗されるととを『産認した。

J7 
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5 8 安委・銘 16 2号

昭和59年 5月10日

原子炉安全専門探査会会長殿

原子力安全委員会委員長

北海道憶力株式会社?自発電所の原子炉の設置

( 1号及び2号原子炉の設陸)lcついて(通知)

仏rX~日の~I:について、附和 5 9年 5月 7日付け 57jま庁第10 5 8 8号をもって通商

産業大国から別添のとおり通知があったので通知する。



/'¥、

i亘 商産 昔主
アTて

，j.>、

目

S 7資庁第 /0 S ! !号

出祁よ?年 s月 7 日

原子力安全委員会委員長 段

通商産莱大
i誼商白
書m民

北海道電力株式会社i自発電所の原子炉の設
置(/号及び之号原子炉の設誼)について

出相~s !年 /0月匹日付け S7資庁第 /0 S ! !号をもって諮

問した上記の件について、同相lS'I年#月.2{，日付け北電原第/

号をもって北誠道電力株式会社取締役社長 中野友定から別

添のとおり申請書の本文及び添付書類の一部補正があったので、

通知する。

また、同諮問書(別紙) /.核原料物質、核燃料物質及び原子炉

の規制jに関する法律(以下「法」という。)第.2If.条第/京第 3

号(技術的能力に係る部分に限る。)の項中、別添/ r~ヒ涜道言

力株式会社泊発電所の原子炉の設詮(/号及び 3号原子炉の設宣)



通商産業省

に係る技術的能力についてJの一部在別紙/のとおり及びよ法第

之#条第/:鼠第#号(災害防止)の碩中、別添 :l I北海道電力株

式会社泊発電所の原子炉の設置(;・号及び♀号原子炉の設置)に

係る安全性について」の一部を別紙之のとおり補正する。



別紙1

北海道電力株式会社泊発電所の原子炉

の設置(1号及び2号原子炉の設置)に

係る技術的能力について

一部補正

昭和 59年 5月

通商産業省



頁

1 

2 

「北海道電力株式会社泊発電所の原子炉の設置( 1号

及び 2号原子炉の設置)に係る技術的能力について」

を以下のとおり補正する。

行 補 正 前 補 正 後

上 6 -現在、約 160名の技術者が -現在、約 180名の技術者が

上12 -本応関係技術者約 120名を 一本庖関係技術者約 140名を

下 5 -放射線取扱主任者有資格者 日放射線取扱主任者有資格者

8名、 1 1名、

下 4 ータービン主任技術者有資格 -タービン主任技術者有資格

者 2名を有して 者 5名を有してい

1 -



別紙2

北海道電力株式会社泊発電所の原子炉

の設置(1号及び2号原子炉の設置)に

係る安全性について

一部補正

昭和 59年 5月

通商産業省



「北海道電力株式会社泊発電所の原子炉の設霞(1号

及び 2号原子炉の設置)に係る安全性について」を以

下のとおり補正する。

頁|行 補 正 前 補 正 後

3 I下 2I 地役権を設定した約工万m'I…地役権を設定した約i万d
の の…

20 I上 6I 5 2 

上 7I約 30 m'/I個 約 85 m'/個

28 I上4とI(記載追加)
上5の

間

@i発電用軽水型原子炉施設

の反応度投入事象に関する評

価指針について」

(昭和 59年 1月)

)
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下 6I @ ③ 

下 5I⑤ ④ 

下 3I⑥ ⑤ 

30 I上 5I日に隣接して約 7万m'のー |ーに隣接して約 6万dの…
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頁 行 補 正 前 補 正 後

91 上 2 ー燃料ベレット最大保有エン -ー燃料エンタノレピの最大値は

上 3 タノレピは

117 下 8 ..放出される気体廃気物中の ー放出される気体廃棄物中の

125 下7 一非断熱計算による燃料ベレ -燃料エンタノレピのー

下 6 ット保有エンタノレピのー

下 6 一許容設計限界値 -・・許容設計限界

126 下 8 非断熱計算による燃料ベレッ 燃料エンタノレピ…

ト保有エンタ Jレピ

下下7 6 
「発電用軽水型原子炉の反 .r発電用軽水型原子炉施設
応度事故に対する評価方法に の反応度投入事象に関する評

ついてJ. 価指針J(以下「反応度投入

事象評価指針」という。)…

168 下 I ペレット保有エンタノレピ エンタ Jレピー・

169 上 I 断熱計算によるピーク出力部 ピーク出力部断熱燃料エンタ

燃料ペレット保有エンタノレピ ノレピは

の最大値は

9 9 cal/g. UO，、 ますこ、 非 99 cal/g 'UO，となる。燃上 2

断熱計算による燃料ベレット 料エンタ Jレピの…上 3

保有エンタ jレピのー

。，“



頁 行 補 正 前 補 正 後

169 上 3 -反応度事故における圧力波 . I反応度投入事象評価指針」

上 4 発生の限界値としている 230 において圧力波発生限界とし

cal/g . UO，・・ て定められている 230cal今・

U02 

上 7 いので原子炉冷却材ー" く、また浸水燃料の破裂に伴

う衝撃圧力は問題とならない

ので、原子炉冷却材・

!こ?と (記載追加) なお、燃焼の進んだ燃料の存

上8の 在を考鳳した場合の破損の目|

間 安値である 85 cal/g. UO， 

を、ピーク出力部断熱燃料エ|

タノレピが上回る燃料棒の割合

は約 4房長である。

上 9 燃料ベレット保有・ー 燃料一

上上11 0 2 
ぃ増大するが、非断熱計算に -増大し、最大値は約151

よる燃料ベレット保有エンタ cal/g.UO，となるが、上述の限

ノレピの最大値は約151caV主 界値である 230caレ/g'U02を

U02となる。したがって炉心 下回っていることから、炉心

は" は・田・

下下4 5 
(2) (a)項の炉心冷却能力の評 (2) 破損する燃料棒の割合と

価においてDNBRがl.30を下 しては、 (a)項の炉心冷却能力

回る燃料棒は破損するものと の評価における全出力時に

する。 DNBRが1.30を下回る燃料棒

の値を使用する。

- 3 
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北海道電力株式会社泊発電所1、2号炉原子炉設置許可申請書

二次補正内容

昭和 59年 5月



1.補正項目概要

項 目 補 正 の 内 廿- 備 考. 
地役権設定区域の面積 申請時の地図上の値から、調IJ量f(もとづく詳細値へ表示変更。 契約は調Ij量値f(もとづき行なわれた。

‘戸、
(本文事項)

使用済樹脂貯蔵タンクの仕様 設計の進捗IC伴い使用済樹脂貯蔵タンクの仕様(容量、基数)を変更。

(本文事項)

工 事 言十 画 着工月の変更等IC伴ヨ変更。 5 9年度施設計画ICもとづく変更。

(本文事項)

発電所構内配置図 ろ過水タンクの設置場所の変更及び放水路の一部設計変吏IC伴う変更。

(本文事項)

主要建屋平面図 使用済樹脂貯蔵タンクの仕様の変更に伴う変更。

(本文事項)

工事資金の額及び調達計画 昭和 59年度施設計画iζ もとづき変更。

(添付三関連事項)

技 術 的 官E 力 原子力関係技術者f(ついて、昭和 58年 7月1日現在から昭和 59年 4月1日現在で見直しを行っ

(添付五関連事項) たζ とIC伴う変更。

地 盤 歌棄のリニアメントの成因等の表現及び長さf(ついて一部変更。

(添付六関連事項) 岩盤変形試験結果の変形係数及び接線弾性係数の荷重範囲の表現の変更。

地 震 地震カタロク間の比較内容を詳細IC記述。

(添付六関連事項)
戸

反応度投入事象評価 解析の準拠した指針等が「発電用軽水型原子炉の反応度事故k対する評価方法f(ついてJ(原子炉
内 (未臨界状態からの制御棒ク 安全専門審査会、昭和 52年 5月)から「発電用軽水型原子炉施設の反応度投入事象IC関する評価

ラスタノ、ンクの異常な引抜き、 指針J(原子力安全委員会、昭和 59年 1月)となった乙とに伴い用語を変更し、燃焼の進んだ燃i

詰IJ街]棒クラスタ飛出し事故)
料及び浸水燃料を考慮した評価を追加した。

(添付十関連事項)
Lーーーーー
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官、、

四 原子炉を設置する工場又は事業所の名称及び所在地

名 称泊発電所

所 在 地 北海道古宇都泊村大字掴株村

五 原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備

イ 原子炉施設白位置

ω 敷地白面積及び形状

原子炉施設を設置する敷地は、北海道由積丹半戸西側基節目古宇郡

泊村の海岸沿いに位置しトている。敷地西側は日本海 lζ 萌し、背後 I~ 積

丹半島中央部白山嶺IC続A標高 40-13日m白丘陵地となっている。

敷地由形状はおおむね半円状をなし、敷地面積回、埋立面積約 21

万m'を含め約 128万耐とする。 I¥ 6 J ) 
なお、東側白敷地境界に隣接して地役権を設定 L)1~約'7'J古品"白非居

住地域がある。~

わ} 敷地内iζ お貯る主要な原子炉施設四位置

原子炉本体は、海岸線と lまぼ平行K，北側 lζ1号炉、南側IC2号炉

を隣接 Lて設歯する。

主排気筒及び非常用排気筒白排気口 Ii，それぞれの原子炉建屋上部

lζ 設置する。復水搭冷却水田取水口は、専用港湾内児、また紋水口は

北防波護岸先端部に設置する。発電所用淡水は、原子炉施設の北方lζ

位置する玉川且び茶席}Ifから取水する。

炉心から敷地境界までの最短距離Ii， 1号炉心のほほ東北東方向約

550 m、2号炉心白ほほ北東方向約57日mであるも

l> 

-2-
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排水口は、北防法護岸先端部lとあるタービン復水器冷却水放水口である。

1，、} 国体廃棄物白廃棄設備

111 j昨 造

国体廃棄物由主な発生源は.脱塩塔使用慣樹脂、廃液蒸発装置及

び洗浄排水処型装置由波縮廃液、使用済フィルタ且ぴ布、紙等由雄

固体廃棄物である。

固体廃棄物廃棄設備は、圧縮可能な雑固体廃棄物を圧縮するため

のベイラ(1、2号炉共用).国体廃棄物由ドラム缶詰装置(1、

2号炉共用}、焼却可能な雑固体廃棄物を焼却するため白雑国体焼

却設備(1、2号炉共用)、運雌装置(1、2号炉共用)、使用務

樹脂貯蔵タンク.国体廃棄物貯蔵庫(1、2号炉共用)等からなる。

捜縮廃液は固化材(ヲスフアルト)と混合後、維国体廃乗物は圧

縮滅容又は焼却処理後、告々トラム缶Iζ 詰めて貯蔵保管する。また、

使用済液体用アイルタはドラム缶 lζ詰めて、使用済換気周フィルタ

は乙ん包して貯蔵保管する。脱塩塔使用済樹脂は、使用済樹脂貯蔵

タンタ κ貯蔵保管するものとするが、固化材(セメント}と混合し

て、ドラム缶詰めも可能なようにする。

トラム缶詰め等された団体廃棄物は、敷地内 lζ所要のしゃへい設

計を行った団体廃棄物貯凝庫を設けて貯蔵保管する。

なお.海洋投棄など最終的処分を行う場合1ζ は、関係官庁の承認

を畳ける。

121 廃来物目処理能力 f f 、70I ) 
使用済倒脂貯蔵タン夕刊金は約師脚ザする。

固体瞬来物貯蔵即1;1、固体廃材時パドラム缶約 18.00日本

相当を貯蔵保管する能力があるも白壱設けるが、必要がある場合lζ
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原子炉の使用白目的IC関する説明書

泊発電所 1号炉及び 2号炉11、商袋発電用として使用するものである。

1 設置理由

当社11.我出国白エネルギー事情からみて、原子力発慌の導入ICよりエ

，" ，;< -00白脱明lt~ぴ言明化リ，る々が必要とれ、昭和 60 年代
.....--../ V ~ 

るため、泊発電所 1号

また 2号炉を昭和 59

するものである。

泊発地所 1 号炉及び 2 号炉 I~ .基底負荷用として運転壱行う予定である a

1 -1 

正
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する扇状地及び丘陵緩斜面ICは、最近の断層運動 ICよると

考えられる変位は認められない。

瀬棚層の下部層の砂

岩、喋岩、第四紀の段丘堆積物、扇状地堆積物及び崖錐堆

積物等が分布している。

リニアメ Y ト付近では、 4箇所で断層露頭 (No.@、⑫、

@、<19)が認められた。 ζ れらの断層は、位置、走向、傾

ハ 白炭東白リニアメント (L-23)

村} 文献調査結果

「日本の活断層」では、黒松内町のイサマナイ 111から熱

郭川 IC至る N-S方向の長吉 5kmを「活断層である乙とが

確実なも田(確実度 1) Jとして示し、断層名を「白炭東

断層」と名づけ、活動度を rB Iとしている。断層形態は低

断層崖及び逆傾斜(扇状地面が東へ傾動)で、扇状地及び

段丘面の高度差から断層の峰起側を西、変位量を 5~20m

としている。

6-3-31 
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近等IC分布する。本l闘は、周結した傑岩、 砂岩、 泥岩あるい

は凝灰岩と考えられる。

V層は、 主 IC岩内耳t.寿都海底谷の谷壁、周辺及び寿都海側

付近 IC分布する。本層は、 固結度の高い喋岩、砂岩、 泥岩あ

るいは凝灰岩と考えられる。

VIJ冒は、調査海域にお砂る最下位層で、神恵内堆をはじめ

とする凸地形及び大陸棚上の陸側K分布し、 一部で海底IC露

出する。本届は、 硬質な砂岩、泥岩あるいは花閥岩、安山岩

等の火成岩類と考えられる。

音波探査記録白解析により分類された ζ れらの d層は、 陸

地l百と 陸上及び海底で実施した弾性波探査の
<;J!;.v・2朕t主主欣 a
結呆等から、第」 2，9表 IC示すように陸域の地層と対比吉

れ、 I、 E層は第四紀層、 皿層は新第三紀白鮮新世、 W層は

中新世の神忠内泉層、 V届 li中新世の古平泉層、 vlI苗li中新

世の茅沼累屠より古い地層または先第三紀~第四紀の火成岩

にそれぞれ対比されるものと推定される。

海底地質構造

敷地前面海域は大半が第四紀層 ICliわれているが、地質構

造を把鑓するための上位の I、E層を除いた皿層以下白地層

回分布告第 3，2.2日図 IC示す。

イ 文献断層等の検討

敷地前面白調査海域内 ICは、海上保安庁水路部発行自

「海底地質構造図J(54入(36 ) によって、 5本自断層が記

載されている。また、活断層研究会の 「日本の活断層J

( 27) 
( 1980 ) には活撹曲が記載されている。
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(涼J[丈/打i草子1?J) 
第 3.4.5表 岩盤変形・支持力試験結梨

置 "， 民 検 支持力低輸 実.fr'>5，1: ~X 71 1/'"ゆ f~， 5平作~~:叙の舟杢托l司巧$， 1且 τH月ぶ草に
容院 {EX1形o'k1庫LrnI倣j 

制緩弾性係散 Ii! 陸線f百弾r性係紋 j' J手刀長更す d.宕

“ 
民級位置 ( X 1 o' k，/ rnI J n大荷匝 俺伏荷置

分制 河通絶凶〈同〆rnlJl司皿範四(同/rnI(荷E飽聞(k'/rnlJ (kg/rnlJ 

/ ~ω  1$-1010-3戸 N 

3.9 4.3 1/5.1 5.3¥ 5.4 6.9 140似上 140VJ上
A 

<.6. 1 >-. ゐ:-r' ..A:7〆踏灰 ~I臨岩 J-I-2 8.8 7.9 -8.'"ぺ、
級
J-I-3 7.1 6.7 伝2 8.2 8.5 8.5 

J-I-4 2.6 4.1 2.9 3.6 3.9 6.3 140以上 14日以上
A 

号縦灰岩 J-I-5 ~5 6.9 8.0 8.0 7.9 8.7 
級
J-I-6 4.5 4.7 6.4 5.8 6.1 7.0 

個3 J-I-7 t 8 2.3 2.1 2.4 2. • 3.3 140以上 lZ日
B 

磁匹角標岩 J-I-8 2.3 2.3 2.8 2.9 3.2 4.0 
級
J-I-9 3.7 3.7 4.9 4.6 5.2 5.3 

A J-2-1 3.5 3.8 4.2 4.3 4. • 5.7 

震庇角膜岩 級 J-2-2 4.2 4.0 4.9 4.4 4.8 5.3 

C級 J-2-3 0.7 1.2 0.9 1.5 1.6 2.8 140以上 14日目上

J-2-4 1日 1. 3 1. 5 1. 7 t 9 3.2 140以上 140以上
B 

2 安山岩熔岩 J-2-5 3.1 五7 4.4 5.2 5.1 8.8 
級
J-2"6 1. 9 2.7 2.3 3.1 五2 5.8 

J-2-7 2.2 2.7 2.5 五0 3.1 4.3 
B 

号 認巨岩 J-2-B 日y 1.0 1.0 1. 1 1.2 l.B 140以上 14日目上
a 
J-2・9 1. 2 1. 5 1. 4 1. 7 1. 7 2.4 

J-2-1日 1.B 五日 1.6 2.5 2.6 5.3 

側 夜庇角機岩
B 
J-2・11 3.4 3.5 4.4 4.1 4.2 4.9 140以上 140以上

級
J-2-12 4.1 4.2 4.9 4.5 3.9 4.5 

J-2-13 0.9 10..8 1. 0 1.0 1.0 1. 2 140目上 B5 
c 

匝石疏灰岩 J -2-1 4 O.B 1.0 1.1 1.2 1. 3 1. B 

‘E J回 2-15 日8 1.0 0.9 1. 1 1. 1 1. 7 

J-O-l 且8 1.0 1. 1 1. 3 1. 3 1. 9 
直灰岩 c 

周 J-O・2 0.3 0.5 0.5 0.7 0.7 1.3 140以上 6日
【黒色} 級

J-0-3 0.9 1. 5 1.4 1. 7 I.B 2.B 
辺

J-0-4 0.5 0.6 0.5 0.7 目。7 1. 2 
合巨岩隈 D 

邸 J-0-5 0.3 0.5 0.4 0.6 0.6 1. 4 
民灰岩 級

0:4 J-0-6 0.4 目。5 且6 0.6 日目 120 60 

A級岩盤 平均値 4.B 5.1 6.2 5.9 6.2 7. 1 

. B 級岩鍵 平均値 2.3 2.7 2.B 3.1 3.1 4.5 

C I及岩盤 平均値 0.7 1.0 1. 0 1.2 1.3 1.9 

D 級岩鐙 平均l'Ir 0.4 0.5 0.5 0.6 0.6 1. 1 

6 -3 - 137 (関連頁 6-3 -BB ) 
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(示 J[太 I~it十I突j
m 3.4.14表 原子炉路昆背後斜面 岩盤変形試験結呆

安市jJ:絞且がtTtl升H:);l、むの f;?萱托l司のAltr 8月碍

l認:
変(JK1nEι勾FLZん 4蝕A z(plXH1l0抑'k性g/<係om政. ) 傍比線泊i単句位ド係ポ数T h:古11ミのを宮す ~o

岩 fj. 民験位世 荷並w山(匂/町{)「尊重範凶(kg/an' 伺量範凶血g/'町f)p 官-10 日-3占 話主主QI~

凝灰角限岩 民銅寸|ι3之l.JY' 0.9 I 1. 5¥ 叫少ベμr
0.9 日目 1.0 1日 1日 1.2 

c 笹石凝灰岩 民銅杭 0.8 1.0 1. 1 1.2 1.3 1.8 

0.8 1.0 0.9 1. 1 1.1 1.7 

0.8 1.0 1.1 1.3 1.3 1.9 

凝 灰 岩 民掘坑 0.3 0.5 0.5 0.7 0.7 1.3 

級 0.9 1.5 1.4 1.7. 1.8 2.8J 

凝 灰 岩 斜 面 0.6 0.6 0.7 日8 1.0 12 !i 

平 均 値 日7 1.0 1日 1.2 1.2 1.8 

日5 日6 日.5 日7 0.7 12 

D 合泥岩硯凝灰岩 民掘坑 目玉 0.5 0.4 0.6 0.6 14 

0.4 0.4 0.5 0.6 0.6 O.日

級 凝 灰 岩 斜 面 0.3 日4 日4 0.6 0.6 0.9 

平 均 値 0.4 0.5 0.5 0.6 0.6 1.1 

E 日11 

取 灰 岩 斜 面
0.1 5 

級 平 均 値 日13 

. 

6 -3 - 146 (関連頁 6-3-95)
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5. 1. 3 地挺カタログ聞の比較

J乙

敷地 IC緩皮IV程度を与えたと推定される過去の地震のうち、 「日

本被害地震総覧J及び「字佐美カタログ (1979)jと「宇樟カタ

ログJ、 「理科年表J、 「地震月報j(l時との聞で地震規模、震央位

置IC差異が留められる地銀は第 5.1. 3表IC示す 5価の地震である。

，.，a...，... L. .， I 1.1.覇剛-卦園田島目..T .ttL J.r山1- "- ...町
-，，，.-.... -.... .....、屯....../~/~/円山且問問 . J • <.:、、思"'1.:i .....~ι.~ >y  

岨 J .，. ~ " ...... ..，... .........~、~"帽-同情宜刊帽... ""園田--・、_..J. r ...... - .....-..旬 ，、、-，，， ..， ..，.....日-..，，"'.. .....品 V 四八叫回目白F 曹、.... I --r 

H-金氏ム h _ .. ' ， .・ n 守 n 、 I .... .. .， J A、， 占'

5.1. 4 地震動強さの統計的期待値

地震動強さ白統計的期待値を求めた代表的なも田として、内角マ

..(8)."， .. h.... _ .，.(14) 
及び金井マップ がある。

河角が求めた 75年問、 100年間及び20日年間白様準地盤で由加

速度期待値並び IC金井が求めた 75年間、 100年間及び200年聞の

基盤での速度期待値をそれぞれ第 5.1. 7図、第 5.1. 8図 IC示す。た

だし、統計年間は河角マップでは西日本は 1350年、東北日本I'l:

1120年、北海道は160年である。また、金井マップでは西日本I'l:

1290年、東北日本は 1140年、北海道1:1220年である。

己れとは別IC第 5.1. 1図IC示される地震白うち、震央距般200km

以内白地震によって、敷地の基盤ICもたらされる最大速度振幅及び

最大加速度短幅を計算し第 5.1. 4表 IC示す。 ζ れらの資料を基/c、

以下IC述べる方法ICより、敷地での統計的期待値を求め、結果を第

5. 1. 9図及び第 5.1. 1 0図に示す。

(1) 最大速度仮闘の計算 ICあたっては金井式(15)を使用し、震源深さ

は飯間の余IHt<li古半径 D(16)の 1/2を用いて算定する。

6 -5 7 

、

dA 
ノ

h r 

、、

j帯i ぎ

Jヒft-Il'I tJ 7・刈円比較内手主JH切l:fciE1730 

ζ のうち. 1 T9 2101'後志白地鍵及び 1947101・m，w1'1jガ仲田地践
については.カタログ/U/11)差異 1:1小さく.これを考服しても「日

本被害地震総覧j及び「宇佐美カタログ (1979)./の地震規模、

震央位置から推定される敷地.白基盤ICおける速度娠備は他白カタ

ログ ICよるもの上り大きい。

また， 1 ~4 0隼神威岬仲白地震1(.'ついては、「日本被害地震総覧」

及び「宇佐美カタロダ (1979)j田地震規模、震央位置から推

定される敷地の基盤における速度疲幅より、 「地震月報jICよる

も白が大き〈なるが.カタロク・聞の差異を考慮しても、 1792年

後志白地震による速度鑑幅より小さく基地地震動但策定IC影響を

与えないロ

以上白 Eとから1:.れら 5個白地震 ICついて白地震規模及び震

央位置について 1:1r宇佐美カタログ (1979)jlcよるも由とす

るロ

/7 
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第 4.3.2表 1次冷却設備由使用材料一覧表

旬 機 器 名 材 科 仕 線

上 下 鏡 板 低 合 金 鋼 SQV2A 

原
上鏡フラゾジ、ノズル、

低合金鍍鋼 SFVQ U 
胴フランジ、胴

子 肉 盛 り ステ Y レス鋼 SUS3日4拘当

炉 制ハ 御ウ 棒ジ駆ン動グ義管 陸台
=-':1ケ，"・クロム NcfpOO十P 長争'r司flS忌r.}'" t!J-In I予1トキ4‘ι. 鉄 合 金 1/~~""'1""1 

"甘旬 制ハウ御ν棒Yグ駆用動フラ費ン僅ジ ステンレス鋼 SUS F316 

g. スタ d ドボルト・ナ v ト 低音金高張力鋼 SNB 24吋 5

iit 担1) 用 管 台
':'';1ケノレ・タロム

NCF 6∞ 鉄 合 金

上・下部胴. 2次側鏡板 低 合 金 鋼 SQV1A 

Z事 管 板 低合金鍛鋼 SFVQ14 
気

:'":1ケル・クロム ~Cμ。。相発 伝 熱 管
生

鉄合 金
• u 

器 管 板 肉 盛 り
':'':1ケ，"・クロム ーッケル.!(ロム・妖

鉄 合 金 合金

水 室 鏡 板 鋳 鋼 GSC3 

冷却次1材ポプン
シ ャフ ステ Y レス鋼 SUS F347 

インベラ、ケ-.yング ステンレス鋳鋼 SCS 13 A 

上・下部腕、上・下鏡 低 合 金 鋼 SQV1A 
却l
圧 肉 盛 り ステンレス鋪 SUS 304相当
g. 
ヒ タチ プ ステ y レス鋼 SUS316相当

g冷却初笹1 k 

i丘 温 間『 ステ y レス鋳鋼 SCS 14A 

高 渥 罰1 ステンレス鋳鋼 SCS 14 A 

蒸気発生器ーポ Yプ閥 ステンレス鋳鋼 SCS 14 A 

{注)原子炉容器町炉心領域材料については、銅を日日8¥"，以下、 v;/ 
を日.日10r，以下とする o

8 -4 -24 {関連事 8-4-6)
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~ 第虫 3.3表 復水股備の設備仕様

。
(1) 復 水 器

， 型 式 ラジアノレフロー表面冷却式単流半

区分並流裂

個 数 2 

復水器上部真空度 約 730mmHg 

冷 却 水 海 水

冷却水設計温度 16.5・c

冷却水量 ‘135，800 mγ ( 2差分}
39，)<.;1' tr j" <<lT の Ill/~H! (τl f "付lι144700f 

冷却面積 約司9;-4日Bm' ( 2 分}

冷却管材料 チタン

冷却管本数
代少。。ぷ
約、 i.7目本 基分〕

(2) III水ポンプ

型 式 たて置多段ピット式

個 数 5 

回全? 量 約1， 100mγh/個

鋳 程 約 95m 

電 動 機 約 390kW/個

本体材料 鋳 鉄

(3) 循環水ポ γ プ

型 式 可動翼たて置落し込み型

個 数 2 

a 
6 生出T 量 約7.0，0日日 mγh/個

錫 程 約 12m 

8 -9 -27 (関連頁8-9-12)
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2号炉合算)である。

凶 廃液蒸留水タンク(1、2号炉共用}

廃液蒸留水タンクは.廃液蒸留水脱塩塔から白蒸留水を貯留す

るa 本タンク水1:1.試料採取分析し、放射性物質白峰度が十分低

いEとを確認して放出する。廃液蒸留水タ Yク田容量は、約 26

mlx 2基とする。なお、予想発生量は約 1.900m'/y(1、2号炉合算)

である。

倒 洗浄排水サンプタ y タ(1. 2号炉共用)

洗浄排水サ Yプタ Yクは.洗たく排水.手洗排水及びシャヲ排

水等を集める a 本タ Yク水は、洗持排水タ材タ IC送り処理する。

¥ 10 J 
洗浄誹水サYプタンク由容量1:1(.約、ォ-1s'埼 1基とする。なお、

予想発生齢、約国2，400mγY(~炉合算)である。

E日 洗持排水タンク(1. 2号炉共用)

洗静排水タ Yクは、洗浄排水サYプタ Yタから回洗たく排水.

手洗排水及びシャワ排水等を貯留する。本タンク水1:1、原則とし

て.洗浄排水処理装置に送り.処理する。

洗浄排水タ Y タの容量は約五日 mJX2基とする。

忽お.干想発生量は約 2，4日日 mγY ( 1、2号炉合算}で晶る。

図洗浄排水処理装置(1. 2号炉共用}

洗棒排水処理護世は.洗静排水タ Yク水を処理する。透過水位

洗浄排水そユタタンクに送り、援縮廃液はドラム缶詰めする。洗

浄排水処理装置白容量は約 1mYhX 1基とする。なお、予想処理

量は約 2.400m' / y ( 1、2号炉合算)である。

凶洗静排水モュタタ Y タ( 1. 2号炉共用)

洗浄排水モニタタ Y クは.洗浄排水処理装置から由透過水を貯

自-1日ー 11

2/ 
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張りしたドラム缶1ζ遠隅操作により詰める己とができる設計とする。

(5) 使用済換気用フィルタ 1:1.放射性物質が飛散し低いように ζ ん

包する。

上記由国体廃築物1:1固体廃棄物貯蔵庫に貯蔵する。

なお、海洋投棄など貫主終的処分を行う場合には、関係官庁岨承認

を受ける。

10.4.3 主要設備白仕様

固体廃棄物処理設備の主製設備白仕様を、第 10.4. 1表IC示す。

10.4. 4 主要設備

(1) 使用済樹脂貯蔵タンク

使用済樹脂貯蔵タソタは、脱塩塔使用済樹脂を貯蔵する。使用

済樹脂は放射性物質音波衰させるため、本タンク';IC~期貯蔵すl
出、固化材と混合して ψダム缶詰めも可h61s，ようにする。使用済

/、 S5~~メ z ， J 
樹脂貯蔵タンク田容量h約、合唱許十-SI基止す司。なお、予想発

生量は約 7m‘'/yである。

(2) 下ラム缶詰め装置(1、2号炉共用}

ドラム缶詰め装置にはアスフアルト固化装置及びセメント固化

装置がある。アスフアルト固化装置は渡縮廃液奇遠隔操作ICより、

アスフアルトと混合加熱し、水分を蒸発してド司ム缶詰めする。

本装匿目付属設備として、アスフアルト供給設備、熱媒設備、復

水設備、オフガス設備等を有し、他lζ ドラム缶詰め且びドラム缶

移送を遠隔挽作で行うためのコンベ 7、しゃへい壁、鉛ガラス等

を設げる固なお、蒸発分離された水分は復水として、液体廃棄物

8-10-14 
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。
外部被ば〈線置の測定ほア氏のように行う。

laI4鉱山之逸話紅ιdフイルムパタジを着用事
せ、外部被ばく線量の概算値を定期的lζ測定デh

Itb 古町庁.."• -....~ .. ，司 'h ^ーリ 1. ::1【 ' 一 静岡 e
I(D 周七.巳， '柄作』 ν ノ、""日目也問、...l..1l...." '1 ". -， ~.， --''''' ー

倍長手ーするととも tζ 、更にポケット綿貫討を着用させ、外部被ば

く線置をその日どとに測定する。

なお、一時的1ζ 立ち入る者に 1;1.ポケット線畳計を着用させ

('~~被ば〈畝畳の測定を行う。
ト【~)
¥ ~4 ~殊な作業 IC 従事する者 lζ 対しては、その作業 1< 応じて適切

な測定器、例えば、原子炉運転中1<行われる原子炉格納施設内

の作業等1ζ関しては、中性子用ポケット線量計等を着用させ、

その都度外部被ばく線最白測定を行う。

b 内部被ばく線置の測定・評価

10) りl錦町放射性物質白体内録制検査は、ホールボディカ
ン事、乙よカ行?。

耳.J J /Ju 
Ib)¥也U レイヂ 4カウ Yタによる測定は、発電所入所持、返所時並

) ¥'イオァ・ソι1"フいともjち的 JJ;. ft 1-:. ejめf.-.

び1<定期的及び必要 iζ応じて行う。

1') 内部被ばく線量評価は、ホールボディカウ Yタ白血1)定結呆、作

業環境の放射性物質漉皮犠より行う。

c 被ばく線量担1)定結果由通知及び記録

10) 従事者等の被ば〈線量測定結呆は、所属長及び本人lζ通知す

τp る。

Ib) 従事者等の被ばく線畳間l定結果は、定期的iζ 評価、記録する

9 -2 -13 
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1 安全評価に閲する器本方針

1. 1 はしがき

Eι では、本原子炉施設由安全評価由詳細について記述する。安全

評価回目的は以下町とおりである。

(1) 安全設計四義本方針叩妥当性回検討

本原子炉が固有白安全性と安全確保田ために股計した設備により

安全IC運転できる己とを示し、本原子炉施設由安全設計由基本方針

由妥当性を検討する。

位i 立地条件目適否の検討

万一重大な事故が発生したとしても工学的安全施設により放射性

物質即発電所敷地周辺へ多量に放出される由を防止できる Eとを示

1-.発電所周辺由一般公衆と由離隔に関する妥当性を検討する。

原子炉白安全設計白基本方針目妥当性は「発電用軽水梨原子炉施設

に関する安全般計審査指針」により、また.原子炉の立地条件白適否

I~ r原子炉立地審査指針及びそ田適用IC関する判断四めやすについてJ

(以下「原子炉立地審査指針jという)によりそれぞれ判断古作るが、

Eれらの判断由過程で行う安全評価は f発電用経水型原子炉施設白安

全評価lζ 関する審査指針J¥!Iζ従って行うものとする。

本説明世第 2節では、発電所目運転時由異常な過渡変化時四安全性

lと対してぜまた第 5 節で I~ 事故時の安全性K 対して評価を行い、それ

ぞれ、その原因.防止対策、現象の経過の解析及び結果について説明

i

l

l

i

t

-

-

与/iu r~ fÇ.ト将司 J，~f. ti) 伯仲τ 【十下jt を注加 e

L土11'1
「特，/1母子1;1J 1iのヲl同州{"f.じ3竹f1: d) ，/1 r.jt lf例話4(Jptl' 

(;借ぞ明H.-，I(型L斤H't秘伝作ん/*tj.入 I''Ii-Iτ(可j:J!f附

\1~竹) UA千ド伝ル汚jj入tμi¥，I.T i針↑Jt..う.)

o 

し、発電所由安全対策が十分lζ施古れている Eとを説明する。

なお、運転時四異常な過渡変化とは、原sI)と.して原子炉由各運転モ

ードで合理的 iζ 考えられる機器申単一故障又 I~ 訴動作、若しくは、運

転員の単一鼠操作などによって.原子炉町通常運転を超えるような外

10-1-1 
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2. 2 未臨界状態か色町制御棒クラスタバンタの呉常な引依き

2.2. 1 過渡変化の原因及び防止対策

111 過渡変化白原liSI及び説明

己申過渡変化は、起動時ICおける制御様クラスタの異常な連続

的引紘さによって炉心に過度目反応度が添加され、原子炉出力の

上昇を起 Eす現量として考える。己のような過渡変化田原因とし

ては.曲Ij御棒制御系又 I~ 申IJ御梼駆動装置の損動作文は践操作創考

えられる。

制御棒クラスタの異常な連続的引銭きが生じ!ると、中性子束1:1

急激に上昇するが、負由ドプラ係数lζ よる反応!度負帰還効果によ

って抑えられる。己目自己制御性は、原子炉保護設備が動作する

まで白初期日いて、出力上昇を抑制するので津要江役割を呆た

す。更Iと、原子炉保護設備による原子炉自動停i止動作により、 E

自過渡変化は安全に終止できる。

、 寸
121 防止対策

乙白退渡変化の発生を防止し、また万ー発生!した場合にも燃料

田健全性を確保し、併せて 1次冷却系が過圧さFる白を防ぐため
に、次のような対策を鵠じる。 I

a 曲IJ御棒制御系はバンクを構成しており、 ιぬバ Yタ構成時原

子炉寿命中変更する Eとはない。乙町バ Yタ構成lζ より骨IJ御棒

クラスタは告λ ゾタ毎lζ そう入、ヲl 抜きが行われる。

lblJ御棒駆動装l宜は磁気ジヤ γ ク式で、駆動の最高速度1:1、そ

の駆動装置のコイル白励磁νーケ Yスの速度Kよって決まり、

制御俸クラスタの引抜きにより過度目反応度添加率で反応度が

添加される Eとがないよう設計している。

1日-2-2

JIJ¥7 

l.ilfl 者

十何ι昂 1:9. 人十'主 ~fゆ偽L 叩!J~ Idfぃ'f!tt J {J!7 0 

〆手作rf者イL抗41']母βf;J:.U~)主1.. 1 も， τのぎ1-;r'/J.孝弘 lく

トて f塁手砂利'可td'!J11 tじ(d"0 
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3.1日 制御棒クラスタ飛出し事故

3.10.1 事故原因及び防止対策

111 事故原因及び事故説明

原子炉運転時K実際には干洲町できない原因で制御棒駆動装艇

の圧力ハウジンダが破断した場合、制御棒クラスタは骨IJ御棒駆動

軸両端lζ ほほ運転圧力K近い大きい圧力差を受吋る己とにより、

短時間叩うち lζ炉心から放出される。

Eの事故は.原子炉が臨界状態で、破断由起 Eった圧力ハウジ

ンダ内田制御棒タラスタ 1本が炉心外に飛び出し、急激な反応度

由添加と厳しい出力分布由歪を生じるとともに、 1次冷却材喪失

を伴つ事故として考える。特iι零肘脅からの飛出し 1:1、反応度
I _1~λ 中有( -

由添加が 1ドルを超える由で、反応度 ，¥1;1:なる

しかしながら、駆動装置の圧力ハ.lL. ~ め破断の可能性は極

めて小さく.万一政断したと仮定しても、磁断口由大きさは、 1

次冷却材管完全破断lζ比較して十分小さい白で、厳しいも白で同

ない。むしろ、正の反応度添加による出力由急上昇及び飛び出 L

たクラ九タ近辺でのピーキング(熱水路係数回油大}のために、

ホットチャン不ノレにおける燃料棒及び被ふくの損傷が生じない品

否かが問題となる。

ζ 由事故による原子炉出力の上昇lま、負白ドプラ出力係数によ

る反応度帰還効果によって抑制lされ、更に原子炉保護設備の作動

lζ より、原子炉は自動停止し.事故同炉1c，.1ζ過度の損傷を与える

ζ とな〈終止できる。

ロl 防止対策去

ζの事故町発生を防止し、また万}発生した場合ICも.そ由事

10-3-59 
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3.10.3 

8図

ク」片叫商温帯留7y."""干予ザウV帝却1者世主宰出力のケースr.[{I( ~.μ;('j. エユ 1 1ι /:..
iるM::f'1 " 1 fJil1f -y ， ，: (1fJiぷ'/のB 化を第五10.
'--.'-----/~\/へ/ぺ_ __ J 

f 全出力時 lζ お付る制御棒クラスタ飛出し時において、 DNBR

が1.3を下IriJる燃料俸数の炉，レの全燃料棒数lζ 対する割合1;1次

の通りである。

サイク L初JUI高温全出力 約 17 :1'. 

サイク iレ末山l高温全出力 約 16% 
、

g 制御棒クラスタ叩飛出しによる.印加エネルギ町大きいサイ

クル初JUI高温全出力Aぴ '1イクル抑'J1UI高温零出力白 2ケースの

原子炉圧力的応答を第 3.10.4図且び第 3.1日.9図lζ 示す。原子炉

圧力のピーク値は各々約 165kg/cm'G及び約 171kg/cm'G 

である。

h また事故初期以降町長則的過渡応答については.圧力ハウ γ

ンダでの破断口が，1、さ〈、 1次冷却材の喪失1;1前 lζ説明した 1

次冷却材喪失事故より厳しいもので同信〈、破断口より由 1次

冷却材流出は非常用炉心冷却設備からの荏入によって補充され

るので、炉心の冷却能力は維持される。

1)1故評価

川評価条件

a 事位発生直前まで、原子炉は定摘出力の 102%で長時間にわ

たって週転されていたものとする。その迎転時間は、燃料を

1/3ずつ取り替えていく場合の平衡炉.L'を考えて、綾高

24.日日日時間とする。
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山ム-目 ムー・

m'・.....~ ..... 7 .... 0 
ノヤ

/b -3〆 61N-ツの零 j~ρÞ~ の tl~i自 mN I~ 7"1.クj乙1t'叫1.1包と
あφeもや片7iι"tGft:~1 志。

" 
b _山市川"，r..nk':.~.. _...，.__ 

品目~，，-.， ." rrt VI ，..... .."・、.......u 抗 IJ' I.JU ~ I出。時刊枠同盟

.. 
c 原子炉倍納容器内 lζ放出される篠介裂生成物の畳は、破損燃'

科の燃料ギ守 9 プ内政世lζ対1.-.次回割合で放出されるものとする。

者空 ， ;;~~@れ作枠t々の討会ピ l 'L 11 '合t汐刊の向?什 /e
-j;.，p 1HI U R 11'1.30 -s:千l日11.':;~判的押すl も乞 L 7 

i↑ヰi-ijlf.. 1 1が)1甘い:liの'l.j1，. 希均九 100 % 

ょう業 50 ~:~ 

fこだ L. 舷鏑燃料ギ 4γ 内政量は、炉心内蓄積畳lζ対し、希

ノfス、ょっ素ともに評価上日 42%とする。

d 原子炉佑納容器スプレイ設備は操作に要する時聞を見込んで

事故発生後 5日分で有効になるものとする。

e その他の条件は.r3.5.31次冷却材喪失事故、事故評価Jと

同憾である。

121 評価方法

大気中iζ放出される按分裂生成物由量及び被ばく線量並び lζ原

子炉俗納容器内浮遊按分裂生成物白鼠源強度及び被ば〈線量は「

4. 1. 1 1次冷却材現失事故Jと同僚主方法日より評価する.

131 評価結果

ζ の事故 lζ よって大気中 K 放出される族分裂生成物の量は、

ょう索(1ー 131等価) :約 2.2 Ci 

希ガス( 7綿エネルギ 0.5MeY換算約 420 Ci 

となる。

計算の結果、敷地及び地役権設定区按境界町外にお貯る最大の

被ばく線量は、

小児甲状脇被 1;(<線量 :約日日64rem 

外部 r線による全身被ぱく線量:約0.012rem 

10-3-68 
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北海道電力株式会社泊発電所の原子炉の設置(1号及び2号原子炉の設置)に係る安全性について

補正内容

昭和 59年 5月



1. 補正項目概要 / 

項 目 補 正 の 内 ，全7竺土' 備 考

地役権設定区域の面積 諮問時の地図上の値から測量lともとづく詳細!直へ表示変更。 契約は測量{直lζ もとづき行なわ

(立 地 条 件) れた。

使用済樹脂貯蔵タンクの仕様 設計の進捗fC伴い使用済樹脂貯蔵タンクの仕様(容量、基数)を変更。

(放射性廃棄物廃棄施設)

反応度投入事象評価 解析の準拠した指針等が「発電用軽水型原子炉の反応度事故K対する評価方法について」

(未臨界状態からの制御棒ク (原子炉安全専門審査会、昭和 52年 5月)から「発電用軽水型原子炉施設の反応度投入

ラスタ λ ンクの異常な引抜き、 事象K関する評価指針J(原子力安全委員会、昭和 59年 1月)となったことに伴い用語

制御棒クラスタ飛出し事故) を変更し、燃焼の進んだ燃料及び浸水燃料を考慮した評価を追加した。

(運転時の異常な過渡変化

の解析、 事故解析)



占

E
一一材

均一正一ha一

L
X
1

一
‘-

ヮ
L

一

Z 

豆一 j布 g 

1.立地条件

1.1 敷地

泊発電所由敷地は、北海道苦宇都泊村に位置し、西側は円本海に面し、背

伎は標高40-130mの丘陵地となっているe

敷地の面積は約 128万dで、このうち約21万dは海戸埋兵による造成地で

あ る。(、6，
なお.東側の敷地境界に隣接して地役権を設定自民約}万m知開住地域
カfある。

'U11'--i 't-7"L ~打開込 (6.:.-8 ;í"，z) 1うよj材ム。

(司i土I1可Fケ 30へ~ヅよ5"11師。
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• '念h会 量 約 1m'/h 

(3) 固体廃棄物処理設備

国体廃棄物処理設備は.使用済樹脂貯蔵タンク.ドラム缶詰装置、綾田

体燦却設備、ベイラ.国体廃棄物貯蔵庫等で構成される。醐議開産品 JA ifaiE Iタlて5tう支更。
個数

容量

ドラム缶詰装置 ( 1、2号炉共用)

アスフアルト由化装置

個 数

セメント由化装置

個 数 l 

雑固体嬬却設備 ( 1、2号炉共用)

個 数

国体廃棄物貯蔵庫 ( 1、2号炉共用)

構 造 地上式鉄筋コンクリート造

面 積 延約5，4∞m'
貯蔵能力 ドラム缶約18，000本棺当

20 -
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⑨ 「発掘用軽水型原子炉施設における事故崎山政射線計測に関する審査指針

についでj {昭和田年7月)
「件危19.λ1き!f\~PAt ) 叩急補バト、長!~"功、1キヰ‘(f;..

⑪ 「発筒用原子炉施設の安全解析に関する気象指針について」

[昭和57if.1月)
ノ

151 また‘!日原子炉安全専門審査会がとりまとめた下記の報告書も活用すること

とした。

① 「被爆計算に用いる放射線エネルギ一等についてJ 昭和50年11月}

② 「加圧水型原子炉に用いられる17行17列塑の燃料集合体についてj

押入 r
liを定例宇土4Lft在エtr大ι訟の伝た持作入手事(-:;，司 .p
if5~ J富士↑(-:.7""() (aH9 5'~ヰ(tP 

{判d561;1 ~ /J.6々 ，ヅ下 7$1問
古 n二

引吋

浦私鼻併

(昭和511ド2月)

@
》
ぬ
噂

「取替炉J心検討会報告書」 (昭和52年5月)

「発電用軽水型原子炉施設の安全審互における一般公衆田被曝線量評師に

ついてJ 昭和52年6月)

湯川原子力発酬の地質、地銀に関する安全審査の手引き」

(同情153年8J.J 1 

161 そのほか、先行炉の審査経験亙ぴ諸外国の手存在基準等をも参考とした。
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「ぷMH;入子手J手持指針)t>7 JJ. lfJ {-o.庁、元U"It;t;‘1争点人

LK二て点々 ~L 里tzzfと'qJEfYJT怯LZL描，J約
問問ロI_'~ d'o'''' '-目日凶

点主主ジ」か社正;.:~ιピタヲ_.唱・・ • ，a← ‘"  
99 cal/ g • UV~ li‘'-- .，....問日山町.....""'...， A い . ， .円、，，-~，.

d最大値は約山aVg・UO，となり、!誌ででー?と竺三
ニ二~ム Lて.ゴ230cal/ g • UO，より低いので炉心は損傷するこ

となく、炉心の冷却能力が失われることはない。さらに、原子炉圧力の

‘ r一
最大値は約 171kg /冊屯にとどまり最高使用圧力の1.2倍より斗づ十倍ー

相担保子炉冷却材圧力パウンダリの新たな破績は起こらない。

次に、高金全出力運転の場合には、原子炉は「出力領域中性子束高(高

152f守エそZEKE-‘"
設定)原子炉トリップJ信号で自動停止する o 1';";円、..... ， "1巾

+ゼú中性予知上昇によって品~ユ~日午;丈こ記三三
2 ，"買て企..一、 h" I~'''''''' 孟iil.-L-Jc;I; I会(，....，....・ ・、Çr: m~ bt':j~(' 一-...............，_.--.，-'"-司.......a..， 6 ............"'--- -~ -司伊

そら心は損傷することなく炉心の冷却能力が失われることは位い。

原子炉の最高圧力は約 165kg /田沼にとどまり、展高使用圧力の

1.2倍より十分低いので原子炉冷却材圧力パウンダ'Jの新たな破損は起

オ苧入

なた汚t5-入千参拝め荷主も{亡おけ7伽 Z反応utJ-守乙LzI:>o17<f.-1-u1

1 寸タ f~<.、?はイ乙酬の，Ci1~ 1 ¥:仰?守山/伽
おら匂ぃ司乙“、

V ω f.'!:f-d."，.Jft. T'::問可分立1 地 Lídも舎の.rlrt~ "， wtJd， 
r.:訓告~c.J-/J ・ UOz 主 . f::..〆 7t ft tr町竺的判エユF叱 9 世'"Jニ臼3

的利-ff 01判GI5.釘今γLZ“高 J.

I吉丈し、島丈Sd(;f ~守，，>， ι，，1/3'(}Oz乙ifJが;，tt布陣亨J~

τ‘再~ J-)O日J-Id・υOzi r (ヨヲ乞 ρ2予kから、
こらない。

なお、 DNBRが1.30を下回る燃料棒の割合は約17出となる。

(b) 核分裂生成物の放出量及び被ば〈線量の評価

事故時の核分裂生成物の放出量及び鼓ばく線量を評価するため、次の

解析条件が用いられている。

(1)原子炉は定格出力の102拓で、震高24.000時間連続運転されていた

ものとする。 I
位)IivJZ:3F，ょ~たごffiiIIijこ;t;・てfT/コR，.J'l.38E Tl!!I i内情岬刷出

山市四一』ザ A 爪 T ーヲ I・6 凧 'R，匂" '-' v...... "情。
(3) 事故発生後、原子炉格納容器内に放出される核分裂生成物の量は破

損燃料の燃料ギャップ内蔵量に対して希ガス1∞%、ょう素50百とす

〆

tl5 f色幻 t歩約持巧~H (:..Llli 、 ω :t:~"，.t:f ，C; :4tflir;汐勾tf5⑨
d‘り生れ e~ ιÐNßR 両，" {".>。 τ?θj作辛If'のj主主

5i:1fl1a. 

る。
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• . f北海道電力株式会社泊発電所の原子炉の設置(I号及び2号
原子炉の設置)に係る技術的能力について

技術的能力については、 当該申請に係る原子炉を計画・建設していく上において

十分な要員が{確保されていること及ひ'運転開始までには、原子炉の運転を的確に遂

行していく上において十分な要員が確保される見通しのあることが必要である。

申請者は、運転中あるいは建設中の原子力発電所を有していないため、従来から

{也電気事業者の先行原子力発電所等への出向や研修派遣、各種研修機関への研修派

180 
遣を通じ原子力関係技術者の養成に努め、現在、約斗-&tY名の技術者が原子炉施設の

計画等の業務に従事しており、今後とも、原子炉施設の設置・運転等の業務の円滑な

遂行を期するため、漸次増員を行い、泊発電所 1号原子炉運転時以降約350名の原

子力関係、技術者を確保することが計画されている。

(1) 本原子炉施設を建設するに当たっては、法令に基づく諸手続、基本設計及び詳

組l設計、工事施工の総括管理、品質保証活動並びにこれらに付随する各極情報の
140 

収集整理、対外連絡等の業務については、本庖関係技術者約、~名を直接従事あ

るりは関与させるほか、現地技術者として、 1、2号原子炉の建設の最盛期には、

約220名の技術者を建設業務に従事させることとしている。

また、本原子炉施設を運転するに当たっては、運転を安全かっ確実に遂行する

ため、発電所の運営管理、対外連絡等の本庖業務を行うに必要な約 90名の本庖

関係技術者及び発電所の運転管理を行う現地技術者として l号原子炉の遥転開始

までに約 140名、 2号原子炉運転開始までに更に約 80名を確保することとして

いる。

(2) 本原子炉施設の設置・運転を行うに当たっては、土木・建築部門、工事管理部

門、運転管理部門、放射線管理部門、炉心・燃料管理部門、保修部門及び技術総

括部門が必要である。

申請者の有する技術者の現状をみると、 これらの業務を遂行するための知識及

び経験を他電気事業者の先行原子力発電所等で取得し、今後ともこれらの増強に

努めることとしている。また、現状の管理者については、原子力関係の業務に 10 

-1-

年以上の経験を有する者が約 5~Jを占めている。

(3) 本原子炉施設の設置・運転を行うに当たっては、設置に必要な組織、技術者が

(4) 

確保され、 また、運転開始後は1自発電所(1、2号原子炉〕の運転を的確に遂行

する組織体制を設けることとしている。

なお、本庖並びに建設所及び発電所に品質保証担当を設ける等により、運転段

階を含む品質保証活動に万全を期すこととしている。

また、技術者の養成については、他電気事業者の先行原子力発電所等への出向

や研修派遣による原子力発電所の建設・運転等及び泊発電所の設計・建設・試運

転の実務経験を通じて技術者の養成を行うとともに社外の諸研修機関への研修派

遺及び株式会社原子力発電訓練センタ一等での訓練を通じて技術者の養成訓練を

行うこととしている。

法令上必要な主任技術者については、原子炉主任技術者有資格者 11名、第 1

11 
極放射線取扱主任者有資格者同名、第 1虚電気主任技術者有資総省 11名及び第

s 
l鹿ボイラー・タービン主任技術者有資格者与絡を有している。また、巡転責任

者についても必要人数を確保することとしている。

以上のことから、申請者は、本原子炉施設を設置するために必要な技術的能力及

ぴ運転を的確に遂行するに足りる技術的能力を十分有しているものと判断する。

2 -
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北海道電力株式会社泊発電所l、2号炉原子炉設置許可申請書

二次補正内容

昭和 59年 5 月



L 補正項目概要

項 目 補 正 の 内 容 備 考

@ 
地役権設定区域の面積 申請時の地図上の値から、潰IJ量にもとづく詳細値へ表示変更。 契約は測量f直にもとづき行なわれた

(本文事項)

使用済樹脂貯蔵タンクの仕様 設計の進捗11:伴い使用済樹脂貯蔵タンクの仕様(容量、基数)を変更。

(本文事項)

工 事 計 函 着工月の変更等i乙伴ヨ変更。 5 9年度施設計画にもとづく変更。

(本文事項)

発電所構内配置図 ろ過水タンクの設置場所の変更及び放水路の一部設計変更に伴う変更。

(本文事項)

主安建屋平面図 使用済樹脂貯蔵タンクの仕様の変更に伴う変更。。
(本文事項)

工事資金の額及び調達計画 昭和 59年度施設計画にもとづき変更。

(添付一関連事項)

技 街 的 古巨 力 原子力関係技術者について、昭和 58年 7月 1日現在から昭和 59年 4月 1日現在で見直しを行っ

(添付五関連事項) た乙と lζ伴う変更。

地 盤 歌棄のリニアメントの成因等の表現及び長さについて一部変更。

(添付六関連事項) 岩盤変形試験結果の変形係数及び接線5単位係数の荷重範囲の表現の変更。

地 震 地震カタログ聞の比較内容を詳細に記述。

(添付大関連事項)

反応度投入事象評価 解析の準拠した指針等が「発電用軽水型原子炉の反応度事故IL対する評価方法についてJ(原子炉

(未臨界状態からの制御棒ク 安全専門審査会、昭和52年 5月)から「発電用軽水型原子炉施設の反応度投入事象11:関する評価

ラスタバンクの異常な引絞き、 指針J(原子力安全委員会、昭和 59年 1月)となった ζ とに伴い用語を変更し、燃焼の進んだ燃
制御棒クラスタ飛出し事故)

料及び浸水燃料を考慮した評価を追加した。
(添付十関連事項)
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ずる扇状地及び丘陵緩斜面ICは‘最近の断層運動によると

考えられる変位は認められない。

ト1 地表地質菌歪白結果

瀬棚層の下部居の砂

岩、重量岩、第四紀の段丘準積物、扇状地主積物及び崖鐙土呈

積物等出分布している。

リユアメ Y ト付近では、 4箆所で断層露頭(No.②、②、

@、 O)が認められた。乙れらの断層は、位置、走向、傾

ハ 白炭栗田リュアメント (L-23)

Kl 文献調査結果

「自主の活断層」では、黒訟内町のイサマナイ川から熱

郭川 IC三る N-S方向白長さ 5kmを「活断層であることが

廷実なもの (iio実度 I) Jとして示し、断層名号「白炭東

断層Jと名づけ、活動度を fBJとしている。断層形窓は低

断層崖及び逆傾斜(扇状地面が東へ傾動)で、扇状地及び

段丘面白高度差から断層の隆起測を酉‘変位量を 5-2ロm

としている a
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近等IC介布する。本庖は、 tmi吉した撲岩、砂岩、泥岩あるい

は凝灰岩と考えられる。

V居は、主に岩内耳主、寿都海底谷の谷皇室、周辺及び寿都湾問

付近に分布する。本層は、固結度の高い霞岩、砂岩、泥岩あ

るいは凝灰岩と考えられる。

VI層は、調査海域におげる最下位層で、神恵内堆をはじめ

とする凸地形及び大陸棚上回陸側IC分布し、一部で海底IC露

出する。本層は、夜質な砂岩、泥岩あるいは花闘岩、安山岩

等の火成岩類と考えられる。

音波探査記録の解析により分類された Eれらの 6層は、 E主

ti:oJ地l言~c c1f玄海盤、陸上及び海底で実施した弾性波探査白
/ 銭 {)rj::限定主主唱<:.ヲ

l結果￥五τて事 ~2. 9表 IC示すように屋主主の地層と対比さ

れ、 I、E層は第四紀層、 E層は新第三紀白詳新世、 W居は

中新世の神恵内累層、 V層 1;1:中毒奇世の吉平泉層、円層は中新

世田茅沼泉層より古い地層または先第三紀~第四紀の火成岩

にそれぞれ対比されるものと推定される。

(c) 海底地質構造

敷地前面海域は大半が第四紀居 IC覆われているが、地質構

造を把室するため白上位町 I、E居を除いた E層以下の地層

の分布を第 3.2.28図 IC示す。

イ 文献断層等の検討

敷地前面自調査海域内IC1;1:、海上保安庁水路部莞行の

「海底地質構造図J(34入(36 )によ勺て、 5本の断層が記

載されている。また、活断層研究会の「日本の活断層」

【27)
( 1980 ) には活提出が記設されている。
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(悲.lj丈/有tl子l~ ) 第 5.4・5表 岩盤変形・支持力試験結果
置 形 託 職 主符カ民験 女形jJ:紅鼻がryf~， 5判f5l転の可杢託l司巧ぷ1tτF月Z草に

l
¥ 岩盤 豆形If. 1定 割措持佳係"1傍組側健保政 -J- ィ三 Af市在 3 
岩 種 E験位置 (X104民Lαil(X 1 04k，/0013Ik-X'f百吉 正E大荷量降伏荷iIll -'ヲ d7<幻又入 :J <J. 

分日 同電話【k</odllh竜胸囲(同/001 1 荷量範囲〈均/odil~
(I~I~14~1 0 I 0-5pgS--: I司亙豆司γ》

J-'-{ r 3.9 I ..3..v 5.' I 5.3¥ 5.' 1 6.9 f 140山上 140以上
反民間着 A J-'-2'141>-L.>.s:-r' 1 8.8 1 7. 9 1可's-u-tf

Sを
3J-'-31  7.， 1 6.7 呪21802 1 8.5 1 8.5 1 

J-'-' I 2.6 I ..， I ~.9 1 3.6 1 3.9 1 6. 3 1 140以上 140J;.1上
A 

号凝灰岩 J-'-5 1 6.5 d19 1 8.0 1 8.0 1 7.9 1 8.7 1 __  -1-_ 
級
J-'-6 1 '.5 1 '.7 1 6.' 1 5.84;. 1 ! 7.0 一一

国 Jート7I 1 8 1 2. 3 1 2. ， I 2.4 1 2.' 3.3 1 140以上 '4'O 
B 

震直角Il!!l!l J-'-8 1 2.3 1 2.3 1 2.8 2.9 五2 1 '.0 一 一
S主
J-'-9 1 3.7 1玉7 1 '.9 1 '.6 1 5.2 1 5.3 一一
A J-2-' 1 3.5 玉8 1 '.2 1 '.3 ... 5.7 1 - I -

露間巨岩昆 J-2~2 I '.2 I '.0 I '.9 1'" '.8 I 5.3 1 1-
CIiIJ-2-3 I 0.7 1 t2 1 0.9 15 16 I 2.8 1140以上向日上

J-2-' I t 0 I 13 I 15 I 17 I t 9 五2 1 140以上 140以上
B 

2 安山岩尾岩 J~2-5 1 3.， 1 3.7 1 '.4 I 5.2 5.' 8.8 一 一
a 
J-2-61 t9 1 2.7 1 2.3 1 3.'玉2 1 5.8 一一
J-2-7 1 2.2 1 2.7 1 2.5 1 3.0 1 3.' 1 4.3 1 
B 

号蚕 E 岩 j-2-8 0.7 I tO 1 tO 1 "1  12 t8 1'40Vl上 1.40S:1上
a 
}-2-9 I t 2 1 t 5 I t 4 1 t 7 I t 7~ ーー

j-2-' 01 t 8 玉o1 t 6 1 2.5 1 2.6'1 5.3 一一
B 

岡庭灰角畏岩 J-2-" 五4 1 3. 5 1 4.4 1 '.1 1 4.2 1 4.9 1 140H上 1403昌よ
a J-:2-121 4.1 14.2 1 4.9 1 4.5 五9 1 '.5 一一

J-2-131 0.9 且8 1 t 0 1 t 0 1 t 0 1 t 2 I~H上 85
c 

座右翼民活 J-2-141 0.8 1 tO 1 t1.1 t2. 1 13 1 t8 一 一
a 
j-2-15 且8 1 tO 1 0.9 1 " 1 t1 1 t7一一

J-0-1 且8 1 tO 1 t1 1 13 1 t3 1 t9 ーー
認灰l!:¥ C 

周 J-0-2 0.3 0.5 1 0.5 1 D.7 1 0.7 13 1'40Vl上 60
(.'I!色}蛋 J~-0-3 1 0.9 I t 5 I 14 I t7 I t 8 I~ 一一

辺 J -0-4 1 0.5 I 0. 6 I 0. 5 1 0. 7 I 0. 7 Il---=t:..:2'--1 __  --1-_ 
会毘岩畏 D 

苗 J-0-5I 0.3 1 0.5 I 0.4 1 0.6 0.6 t 4 
震灰岩伝 J-0-6 1 0.4 1 0.' 1 0.5 1.0.6 1 0.6 0.8 12日 60

AO"a岩盤平問鑓 4.8 1 5.1 1 6.2 1 5.9 ふ2 1 7.' 

B ZE岩盤平均値 2.3 1 2.7 1 2.8 1 3.' 1 3.' 1 4.5 

C Ii岩盤平均値 0.7 1 tO 1 10 1 12 1 t3 1 19 

D Z芸者霊平均 E~ 1 0.4 1 0.5 1 0.5 1 0.6 1 0.6 1 l' 
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第 3.4.14表 原子炉建屋背後斜面岩盤変形試験結果

「¥I員
l岩目
l¥  
i 士¥
1 

岩 1T

長灰角巨岩

子xιるよJFZF}zmlEm誤判
民民位置 荷丞克也[kg/crn'lh可亙定自(kvtnl)Í荷量範囲性~

1w~/:'1 ~唱l 官 -1010-3，6 1ι主主| 露出li¥.{

-牝氏μパωI1. 5 ヰψい~
口? 日目 1日 1.0 1口 1.2 

c 歪石凝灰岩/i;t掴坑/ 0.8 1口 1. 1 1.2 1.3 1.8 

0.8 1.0 0.9 1.1 1.1 1.7 

0.8 1日 1. 1 1.3 1.3 1.9 

長灰岩/!O:銅筑/ 0.3 0.5 0.5 日7 0.7 1.3 

級 ロヲ 1.5 1.4 1.7. / 1.8 2.8 

長灰岩l斜 面I0.6 0.6 0.7 日.8 1.0 1.2 

平 均 値 0.7 1.0 1日 1.2 1.2 1.8 

且5 0.6 且5 0.7 日7 1.2 

D 合泥岩盛義反岩/!O:箔坑/ 0.3 且5 且4 且d 且6 1.4 

且4 0.4 且5 0.6 0.6 且B

a I 長灰岩|斜 面 I 0.3 0.4 0.4 日.6 0.6 日.9

平 均 値 0.4 且5 日5 0.6 0.6 1.1 

E 0.1 1 

長灰岩|斜 面
0.1 5 

E 平 均 値 日13 
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5. 1. 3 地震カタログ問の比較

s-

敷地 IC震度W程度を与えたと推定される過去の地震のうち、 「日

本被害地震総覧」及び「宇佐美カタログ (1979)Jと「宇津カ F

ログ」、 「理科年表」、 「地震月報}1坊との間で地震規模、震失位

置に差異が認められる地震は第 5.1. 3表 IC示す 5個の地震である。

-~ .....- ...ヲ守 !..J...aC . 同市#閉.n..LL.._ ..... ~ _ ..... 

】ι‘ー..-・.~、'】耳目円-- =門，.. J 、、、~唱，~~九.~~
回 J .1. ~ぃ，.. .，¥..， .~ ...... 41.届 A 岨冊立吋層...持~ ，... .-.ハー山 r~
- ~ .、 ，、、-~ ~ .... -~ .】日~ ，."..田町、.-.、..............- 、ー，- 1-1 

件昔ょ，暢戸 .. ' l' "内守内、 T ・_ L ヲ， - ，ー~ -
---円司~ ~ .-~・. v 】

5. t 4 地震動強さの統計的期待値

地震動強さ白統計的期待値を求めた代表的なも白として、初角マ

フプ(6)及び金井マフ 7・O')がある。

荷角が求めた 75年間、 100年間及び200年間白標準地盤で由加

速度期待値並びに金井が求めた 75年問、 10日年間及び2日0年間の

基盤での速度期待値をそれぞれ第 5.1. 7図.第 5.1. 8図 1<:示す。た

だし、統計年間は河角マップでは酉E本は 135日年、東北日本は

1120年、北海道は160年である。また、金井マププでは西日本1:1:

129口年、東北日本は 1140年、北海道1:1220年である。

乙れとは別に第 5.1. 1図 IC示される地震白うち、震央距離2001冊

以内田地震によって、敷地の基盤にもたらされる最大速度復幅及び

是大加速度握幅を計算し第 5.1. 4表に示す。己れら D資料を基に、

以下E述べる方法により、敷地での統計的期待値を求め、結果を第

5.1: 9図及び第 5.1.10図に示す。

(1) 最大速度振績の計算にあたっては金井式加)を使用し、震源深さ

は飯田町余震体積半径Dt叫の 1/2を用いて算定する。

6 -5 -7 

f 、

ぱ互

/~ Z 

1セ$.117!;1-7・珂珂比較内手tlff切 l~tj乙正:32>. 

ζ のうち‘ 1792年後志田地震及び 1947年間萌l均万P1'の地震

については、カタロプ間の差異は小さく、己れを考慮しても「日

本被害地震総覧」及び「宇佐美カタログ (1979)Jの地震規模、

震央位置から推定される敷地の基盤における速度握幅は他のカ F

ログによるものより大きい。

また、 1940年神威押沖白地震については、「日本被害地震総覧」

及び「宇佐美カ F ログ (1979)Jの地震規模、震央位置から推

定される敷地の基盤における速度長信より‘ 「地震月報」による

ものが大きくなるが.カタログ間の差異を考慮しでも‘ 1792年

後志白地震による速度握幅より小さく基準地震動の策定に影響を

与えない。

以上白 E とから‘ ιれら 3個の地震 ICついての地震規模及び震

央位置については「宇佐美カタログ (1979)Jによるものとす

る。

11 
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